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農林水産関係予算のポイント 

 
 
１．食料安全保障の強化に向け、安定的な輸入と適切な備蓄を組み合わせつつ、水

田の畑地化支援により収益性の高い野菜や国内で自給できていない麦・大豆など
畑作物の生産を推進するとともに、海外に依存した肥料・飼料などの国内生産を
推進。 

 
２．飼料用米について、主食用米との所得差が乖離し、作付面積・生産量が 2030

年目標を超過していること等を踏まえ、多収品種の作付を促し生産性向上を図る
ため、令和６年産から一般品種の支援単価を段階的に引き下げる等の見直しを実
施。 

 
３．円安も活かし、農林水産物・食品の輸出額を 2025 年に２兆円とする目標を前倒

して達成するとともに、2030 年に５兆円とする目標を達成できるよう、「農林水
産物・食品輸出促進団体」を中核とした品目ごとの売り込みなどの取組を加速化。

 
 

令和５年度予算編成の基本的な考え方 
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１ 食料安全保障の強化 

―  食料安全保障の強化に向け、安定的な輸入と適切な備蓄を組み合わせつつ、水田の畑地化支

援により収益性の高い野菜や国内で自給できていない麦・大豆など畑作物の生産を推進すると

ともに、海外に依存した肥料・飼料などの国内生産を推進。 

 

【主な施策内容】 

 ・ 畑地化による野菜や麦・大豆など畑作物の本作化 

 ・ 輸入に依存した加工・業務用野菜の生産拡大 

 ・ 化学肥料など生産資材の使用低減 

 ・ 肥料の国内資源利用拡大や肥料原料の備蓄 

 ・ 飼料の生産・利用拡大、安定供給確保 

 ・ 米粉の利用拡大 

 ・ 食品事業者における原材料の調達安定化 

 ・ 燃油・資材の森林由来資源への転換 

 ・ 養殖業における飼料原材料の転換 

 
 

                    令和４年度    令和５年度 

○ 食料安全保障の強化に向けた対策 247 億円 ⇒ 283 億円 （＋14.7%）

  ※４年度補正 1,642 億円

  

 

 

 

 

（参考）水田の「畑地化」 

  野菜・麦・大豆などの転換作物は、水田作に比べ、畑作の方が単収が多く、生産コストが低い。

また、水田の「畑地化」は、水稲と畑作物のローテーションによる営農が可能となる「汎用化」

よりも、一般的には、基盤整備後の維持・管理、改修等が低コスト。「畑地化」は「水田活用の

直接支払交付金」の対象外となることもあり、基盤整備事業の実績は僅少である一方、「汎用化」

された水田は全体の約 46％で、その約３分の１は転作に活用されていない可能性。 
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２ 米の需給安定と水田の畑地化による畑作物の生産の推進 

― 主食用米の需要が減少するなか、補助金によって飼料用米などへの転作を毎年繰り返してい

る状況から脱却し、野菜や麦・大豆など、需要のある畑作物の生産へのシフトを進める観点か

ら、水田を畑地化して野菜や麦・大豆など畑作物の生産に取り組む農業者を支援（畑作物の定

着までの一定期間の支援や、土地改良区の地区除外決済金の支援等）。 

また、飼料用米について、主食用米との所得差が乖離し、作付面積・生産量が 2030 年目標

を超過していること等を踏まえ、多収品種の作付を促し生産性向上を図るため、令和６年産か

ら一般品種の支援単価を段階的に引き下げるとともに、飼料用米の３年契約による作付が定着

しているため、３年契約の支援単価の加算措置を廃止する見直しを実施。 
 

              令和４年度     令和５年度 

○ 水田活用の直接支払交付金等 3,050 億円 ⇒ 2,940 億円 （▲3.6%）

     うち畑地化促進助成（※）   22 億円  

○ コメ新市場開拓等促進事業 ― ⇒ 110 億円 （皆増）

（４年度補正） 

○ 畑地化促進事業（※） 250 億円  

 

 

３ 農業農村整備事業等による水田の畑地化の推進 

― 生産性・収益性等の向上に向けて、農業農村整備事業等による水田の畑地化を推進するため

のインセンティブ措置を強化（これまでの野菜等の高収益作物のほか、麦・大豆・トウモロコ

シ等の作付を増加させた場合についても、事業費の農家負担を軽減等）。 
 

              令和４年度     令和５年度 

○ 農業農村整備事業関係 4,453 億円 ⇒ 4,457 億円 （＋0.1%）

うち畑地化・畑地の高機能化等の推進分（※）  150 億円  

（４年度補正） 

○ 農業農村整備事業関係 1,677 億円  

うち畑地化・畑地の高機能化等の推進分（※） 400 億円  

 

 

・ 上記（※）については、「１ 食料安全保障の強化」の「畑地化による野菜や麦・大豆など畑

作物の本作化」に含まれる。 
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４ 畜産・酪農の安定的な経営の推進 

―  飼料価格の高騰等による畜産・酪農の生産費の上昇を踏まえ、配合飼料価格の高騰の影響緩

和対策や、生乳の生産費上昇の適正な価格転嫁に向けた需給ギャップ解消への支援、さらには

加工原料乳生産者補給金の単価引上げなどの実施により、畜産・酪農の安定的な経営を推進。 
 

                   令和４年度    令和５年度 

○ 加工原料乳生産者補給金 313 億円 ⇒ 331 億円 （＋5.8%）

  ※４年度補正 64 億円

 

                          （４年度補正）     

○ 配合飼料価格高騰緊急対策 103 億円  

○ 生乳需給改善対策 57 億円  

 

 

５ 農林水産物輸出の拡大 

―  円安も活かし、農林水産物・食品の輸出額を 2025 年に２兆円とする目標を前倒して達成す

るとともに、2030 年に５兆円とする目標を達成できるよう、生産者・事業者の所得向上効果を

把握しつつ、「農林水産物・食品輸出促進団体」を中核とした品目ごとの売り込み強化や、海

外における品種登録支援や知的財産の保護・活用を行う「育成者権管理機関」の設立などの施

策を実施。 
 

                   令和４年度    令和５年度 

○ 農林水産物輸出の拡大に向けた支援 108 億円 ⇒ 109 億円 （＋0.8%）

  ※４年度補正 426 億円

 

 

６ 中山間地域等の課題への対応 

― 予算の執行状況や所要見込額等を反映しつつ、高齢化や人口減少による中山間地域等の機能

低下、荒廃農地の増大等の課題に対応。 
 

                 令和４年度   令和５年度 

○ 農山漁村振興交付金 98 億円 ⇒ 91 億円 （▲7.0%）

  ※４年度補正 14 億円

○ 中山間地域等直接支払交付金 261 億円 ⇒ 261 億円 （±0.0%）

○ 多面的機能支払交付金 487 億円 ⇒ 487 億円 （▲0.1%）
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７ 林業・木材産業の持続的成長の推進 

― 林業の持続的発展や、外国産木材価格の高騰等に対応するため、森林資源の適正な管理や国

産材供給体制の強化を推進。 
 

                 令和４年度   令和５年度 

○ 森林整備事業 1,247 億円 ⇒ 1,252 億円 （＋0.4%）

○ 林業・木材産業循環成長対策 77 億円 ⇒ 72 億円 （▲6.6%）

 （組替え後）  

（４年度補正） 

○ 国内森林資源活用・木材産業国際競争力強化対策 499 億円  

 

 

８ 水産業の基盤強化の推進 

― 不漁問題、燃油価格高騰等に対応する観点から、資源管理に取り組む漁業者に対する経営安

定対策等を着実に実施するとともに、水産業の成長産業化等に向けて、収益性向上に必要な漁

船・漁具等のリース方式による導入等を支援。 
 

                令和４年度   令和５年度 

○ 漁業収入安定対策事業 202 億円 ⇒ 202 億円 （±0.0%）

  ※４年度補正 380 億円

○ 漁業経営セーフティーネット構築事業 18 億円 ⇒ 18 億円 （±0.0%）

  ※４年度補正 330 億円

○ 水産業成長産業化沿岸地域創出事業 25 億円 ⇒ 30 億円 （＋17.8%）

   

○ 資源調査船建造費等 18 億円 ⇒ ― （皆減）
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策

○
⾷

料
安

全
保

障
の

強
化

に
向

け
、安

定
的

な
輸

⼊
と適

切
な

備
蓄

を
組

み
合

わ
せ

つ
つ

、⽔
⽥

の
畑

地
化

⽀
援

に
よ

り収
益

性
の

⾼
い

野
菜

や
国

内
で

⾃
給

で
き

て
い

な
い

⻨
・⼤

⾖
な

どの
畑

作
物

の
⽣

産
を

推
進

す
る

とと
も

に
、海

外
に

依
存

し
た

肥
料

・飼
料

な
どの

国
内

⽣
産

を
推

進
。

主
な
施
策
の
概
要

○
畑
地
化
に
よ
る
野
菜
や
⻨
・⼤
⾖
な
ど畑

作
物
の
本
作
化


⽔

⽥
の

畑
地

化
⽀

援
に

よ
り収

益
性

の
⾼

い
野

菜
や

国
内

で
⾃

給
で

き
て

い
な

い
⻨

・⼤
⾖

な
ど畑

作
物

の
⽣

産
を

推
進

○
輸
⼊
に
依
存
し
た
加
⼯
・業
務
⽤
野
菜
の
⽣
産
拡
⼤


加

⼯
・業

務
⽤

野
菜

の
⽣

産
に

必
要

な
栽

培
技

術
の

導
⼊

や
施

設
整

備
等

を
⽀

援

○
肥
料
の
国
内
資
源
利
⽤
拡
⼤
や
肥
料
原
料
の
備
蓄


下

⽔
汚

泥
や

堆
肥

な
ど肥

料
の

国
内

資
源

の
利

⽤
拡

⼤
や

、肥
料

の
備

蓄
に

要
す

る
保

管
経

費
等

を
⽀

援

○
飼
料
の
⽣
産
・利
⽤
拡
⼤
、安
定
供
給
確
保


とう

も
ろ

こし
の

作
付

拡
⼤

な
ど国

産
飼

料
へ

の
転

換
に

向
け

た
取

組
等

を
⽀

援

○
化
学
肥
料
な
ど⽣

産
資
材
の
使
⽤
低
減

○
燃
油
・資
材
の
森
林
由
来
資
源
へ
の
転
換

○
養
殖
業
に
お
け
る
飼
料
原
材
料
の
転
換


⼟

壌
診

断
に

よ
る

化
学

肥
料

の
低

減
等

を
⽀

援


⽊

質
バ

イオ
マ

ス
燃

料
の

利
⽤

に
向

け
た

取
組

等
を

⽀
援


配

合
飼

料
原

材
料

で
あ

る
⿂

粉
の

国
産

化
の

取
組

や
低

⿂
粉

飼
料

の
開

発
等

を
⽀

援

ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
活
⽤

⻘
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し

（
飼
料
）
の
⽣
産

令
和

５
年

度
予

算
28

3億
円

（
24

7億
円

）
令

和
４

年
度

第
２

次
補

正
予

算
1,

64
2億

円

バ
イ
オ
マ
ス
発
電新
商
品
製
造
ラ
イ
ン

○
⽶
粉
の
利
⽤
拡
⼤


⽶

粉
⽤

⽶
の

⽣
産

に
取

り組
む

農
家

や
、⽶

粉
専

⽤
品

種
の

種
⼦

⽣
産

等
を

⽀
援

○
⾷
品
事
業
者
に
お
け
る
原
材
料
の
調
達
安
定
化


⾷

品
原

材
料

の
国

産
へ

の
切

替
等

に
必

要
な

製
造

ライ
ン

等
を

⽀
援

畑
地
化
に
よ
る

畑
作
物
の
本
作
化
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3

⽶
政

策
へ

の
対

応
（

⽔
⽥

活
⽤

の
直

接
⽀

払
交

付
⾦

等
）

令
和

5年
度

予
算

3,
05

0（
3,

05
0）

億
円

○
戦
略
作
物
助
成

（
国

が
全

国
共

通
の

単
価

を
設

定
）

○
産
地
交
付
⾦

（
地

域
ご

とに
単

価
を

設
定

可
）

飼
料

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

5.
5万

円
〜

10
.5

万
円

/1
0a

（
標

準
単

収
で

8.
0万

円
）

Ｗ
Ｃ

Ｓ
⽤

稲
8.

0万
円

／
10

a
加

⼯
⽤

⽶
2.

0万
円

／
10

a

⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作

物
3.

5万
円

／
10

a

（
注

）
W

CS
⽤

稲
（

W
ho

le
 C

ro
p 

Si
la

ge
、稲

発
酵

粗
飼

料
）

とは
、稲

の
実

と茎
葉

を
⼀

体
的

に
収

穫
し、

発
酵

させ
た

⽜
の

飼
料

。

国
か

ら配
分

す
る

資
⾦

枠
の

範
囲

内
で

、都
道

府
県

等
が

交
付

対
象

作
物

・交
付

単
価

等
を

決
定

。

コメ
新

市
場

開
拓

等
促

進
事

業
︓

11
0億

円
（

+
11

0億
円

）

産
地

と実
需

者
との

連
携

の
下

、輸
出

⽤
⽶

や
加

⼯
⽤

⽶
、⽶

粉
⽤

⽶
（

パ
ン

・め
ん

⽤
の

専
⽤

品
種

）
の

低
コス

ト⽣
産

等
の

取
組

を
⽀

援
。

飼
料

⽤
⽶

に
つ

い
て

、主
⾷

⽤
⽶

との
所

得
差

が
乖

離
し

、作
付

⾯
積

・⽣
産

量
が

20
30

年
⽬

標
を

超
過

し
て

い
る

こと
な

どを
踏

ま
え

、
以

下
の

⾒
直

しを
実

施
。


多

収
品

種
の

作
付

を
促

し
⽣

産
性

向
上

を
図

る
た

め
、令

和
６

年
産

か
ら⼀

般
品

種
の

⽀
援

単
価

を
段

階
的

に
引

下
げ

。
※

６
年

産
か

ら８
年

産
に

か
け

て
、段

階
的

に
引

下
げ

（
現

⾏
）

5.
5万

円
〜

10
.5

万
円

/1
0a

（
８

年
産

）
5.

5万
円

〜
7.

5万
円

/1
0a


飼

料
⽤

⽶
の

３
年

契
約

に
よ

る
作

付
が

定
着

し
て

い
る

た
め

、３
年

契
約

の
⽀

援
単

価
の

加
算

措
置

を
廃

⽌
。

令
和
５
年
度
予
算
に
お
け
る
主
な
⾒
直
し

⽔
⽥

を
畑

地
化

し、
野

菜
や

⻨
・⼤

⾖
等

の
畑

作
物

の
⽣

産
・定

着
に

取
り組

む
農

業
者

を
⽀

援
。

⽔
⽥

活
⽤

の
直

接
⽀

払
交

付
⾦

等
︓

2,
94

0億
円

（
▲

11
0億

円
）

※
 令

和
４

年
度

補
正

予
算

（
25

0億
円

）
と併

せ
て

畑
地

化
⽀

援
を

実
施

（
例

）
⾼

収
益

作
物

（
野

菜
・果

樹
等

）
︓

畑
地

化
⽀

援
17

.5
万

円
/1

0a
、定

着
促

進
⽀

援
2.

0万
円

×
5年

○
主

⾷
⽤

⽶
の

需
要

が
減

少
す

る
な

か
、補

助
⾦

に
よ

って
飼

料
⽤

⽶
な

どへ
の

転
作

を
毎

年
繰

り返
し

て
い

る
状

況
か

ら脱
却

し
、

野
菜

や
⻨

・⼤
⾖

な
ど、

需
要

の
あ

る
畑

作
物

の
⽣

産
に

シ
フト

し
て

い
くこ

とが
重

要
。

○
５

年
度

予
算

に
お

い
て

は
、こ

うし
た

観
点

か
ら、


⽔

⽥
を

畑
地

化
して

野
菜

や
⻨

・⼤
⾖

等
の

畑
作

物
の

⽣
産

に
取

り組
む

農
業

者
を

⽀
援

。


飼
料

⽤
⽶

に
つ

い
て

、多
収

品
種

の
作

付
を

促
し

⽣
産

性
向

上
を

図
る

た
め

、⼀
般

品
種

の
⽀

援
単

価
の

段
階

的
な

引
下

げ
等

の
⾒

直
しを

実
施

。

○
畑
地
化
促
進
助
成

（
22

億
円

）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
戦
略
作
物
助
成

⽔
⽥
を
活
⽤
し
て
、⻨
、⼤
⾖
、飼
料
作
物
、W

CS
⽤
稲
、加
⼯
⽤
⽶
、飼
料

⽤
⽶
、⽶
粉
⽤
⽶
を
⽣
産
す
る
農
業
者
を
⽀
援
しま
す
。

２
．
産
地
交
付
⾦

「⽔
⽥
収
益
⼒
強
化
ビジ
ョン
」に
基
づ
く、
地
域
の
特
⾊
を
活
か
し
た
魅
⼒
的
な

産
地
づ
くり
に
向
け
た
取
組
を
⽀
援
しま
す
。

３
．
都
道
府
県
連
携
型
助
成

都
道
府
県
が
転
換
作
物
を
⽣
産
す
る
農
業
者
を
独
⾃
に
⽀
援

す
る

場
合

に
、

農
業

者
ご

との
前

年
度

か
らの

転
換

拡
⼤

⾯
積

に
応

じ
て

、都
道

府
県

の
⽀

援
単

価
と同

額
（

上
限

︓
0.

5万
円

/1
0a

）
で
国
が
追
加
的
に
⽀
援

しま
す

。

４
．
畑
地
化
促
進
助
成
（
22
億
円
）

⽔
⽥
を
畑
地
化
し
、⾼

収
益
作
物
や
そ
の
他
の
畑
作
物
の
定
着
等
を
図
る
取

組
等
を
⽀
援
しま
す
。

①
畑
地
化
⽀
援

（
⾼

収
益

作
物

︓
17

.5
万

円
/1

0a
※

４

畑
作

物
（

⾼
収

益
作

物
以

外
）

※
５

︓
14

.0
万

円
/1

0a
※

６
）

②
定
着
促
進
⽀
援

ア
⾼
収
益
作
物

（
２

万
円

（
３

万
円

※
７
）

/1
0a

×
５

年
間

）
（

①
とセ

ット
）

イ
畑
作
物
（
⾼
収
益
作
物
以
外
）

※
５
（

２
万

円
/1

0a
※

６
×

５
年

間
）

③
産
地
づ
くり
体
制
構
築
等
⽀
援

④
⼦
実
⽤
とう
も
ろ
こし
⽀
援

（
１

万
円

/1
0a

）

⽔
⽥
活
⽤
の
直
接
⽀
払
交
付
⾦
等

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

29
4,
00
0（

30
5,
00
0）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

⾷
料

⾃
給

率
・⾃

給
⼒

の
向

上
に

資
す

る
⻨
、⼤

⾖
、⽶

粉
⽤
⽶
等
の
戦
略
作
物
の
本
作
化

とと
も

に
、地

域
の

特
⾊

を
い

か
した
魅
⼒
的
な
産
地
づ
くり

、畑
地
化
に
よ
る
⾼
収

益
作
物
等
の
定
着

等
を

⽀
援

しま
す

。

＜
政
策
⽬
標
＞

○
⻨

・⼤
⾖

等
の作

付
⾯

積
を拡

⼤
（

⻨
30

.7
万

ha
、⼤

⾖
17

万
ha

、飼
料

⽤
⽶

9.
7万

ha
［

令
和

12
年

度
まで

］
）

○
実

需
者

との
結

び
つき

のも
とで

、需
要

に応
じた

⽣
産

を⾏
う産

地
の育

成
・強

化
○

飼
料

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

の
⽣

産
を拡

⼤
（

飼
料

⽤
⽶

︓
70

万
t、

⽶
粉

⽤
⽶

︓
13

万
t［

令
和

12
年

度
まで

］
）

戦
略
作
物
助
成

対
象
作
物

交
付
単
価

⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作

物
3.

5万
円

/1
0a

※
1

W
CS

⽤
稲

８
万

円
/1

0a

加
⼯

⽤
⽶

２
万

円
/1

0a

飼
料

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

収
量

に
応

じ、
5.

5万
円

~
10

.5
万

円
/1

0a
※

２

産
地
交
付
⾦

※
１

︓
多

年
⽣

牧
草

に
つ

い
て

、収
穫

の
み

を
⾏

う年
は

１
万

円
/1

0a

畑
地
化
促
進
助
成

※
３

︓
作

付
転

換
の

実
績

や
計

画
等

に
基

づ
き

配
分

○
当

年
産

の
以

下
の

取
組

に
応

じ
て

資
⾦

枠
を

追
加

配
分

＜
交
付
対
象
⽔
⽥
＞

・
た

ん
⽔

設
備

（
畦

畔
等

）
や

⽤
⽔

路
等

を
有

しな
い

農
地

は
交

付
対

象
外

・
現

場
の

課
題

を
検

証
し

つ
つ

、５
年

間
で

⼀
度

も
⽔

張
り

（
⽔

稲
作

付
）

が
⾏

わ
れ

な
い

農
地

は
令

和
９

年
度

以
降

は
交

付
対

象
⽔

⽥
とし

な
い

資
⾦

枠
の

範
囲

内
で

都
道

府
県

が
助

成
内

容
を

設
定

地
域

協
議

会
ご

との
助

成
内

容
の

設
定

も
可

能

国

都
道

府
県 地

域
協

議
会

取
組
内
容

配
分
単
価

そ
ば

・な
た

ね
、新

市
場

開
拓

⽤
⽶

、地
⼒

増
進

作
物

の
作

付
け

（
基

幹
作

の
み

）
２

万
円

/1
0a

新
市

場
開

拓
⽤

⽶
の

複
数

年
契

約
１

万
円

/1
0a

資
⾦

枠
を

配
分

※
３

資
⾦

枠
を

配
分

※
４

︓
令

和
５

年
度

ま
で

の
時

限
単

価

※
５

︓
対

象
作

物
は

、⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作

物
（

牧
草

等
）

、⼦
実

⽤
とう

も
ろ

こし
、

そ
ば

等

※
６

︓
令

和
４

年
度

補
正

予
算

に
お

け
る

単
価

営
農

計
画

書
・交

付
申

請
書

等
の

取
りま

とめ

交
付

申
請

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
農

業
者

（
１

〜
３

の
事

業
、

４
の

事
業

の
⼀

部
）

農
業

再
⽣

協
議

会
等

交
付

申
請

国
（

４
の

事
業

の
⼀

部
）

農
業

再
⽣

協
議

会
等

都
道

府
県

申
請

定
額

※
２

︓
飼

料
⽤

⽶
の

⼀
般

品
種

に
つ

い
て

、令
和

５
年

度
に

つ
い

て
は

従
来

と同
様

。令
和

６
年

度
か

ら標
準

単
価

を
段

階
的

に
引

き
下

げ
、令

和
８

年
度

に
お

い
て

標
準

単
価

6.
5万

円
/1

0a
（

5.
5〜

7.
5万

円
/1

0a
）

とす
る

。

※
７

︓
加

⼯
・業

務
⽤

野
菜

等
の

場
合

（
①

とセ
ット

）

（
令

和
４

年
度

補
正

予
算

と併
せ

て
実

施
）
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コ
メ
新
市
場
開
拓
等
促
進
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

需
要

拡
⼤

が
期

待
され

る
作

物
を

⽣
産

す
る

農
業

へ
と転

換
す

る
た

め
、実

需
者
との
結
び
付
き
の
下
で
、新

市
場
開
拓
⽤
⽶
、加

⼯
⽤
⽶
、⽶

粉
⽤
⽶
（
パ
ン
・め
ん
⽤
の
専
⽤

品
種
）
の
低
コ
ス
ト
⽣
産
等
に
取
り組

む
⽣
産
者
を
⽀
援

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

○
実

需
者

との
結

び
つ

き
の

下
で

、需
要

に
応

じた
⽣

産
を

⾏
う産

地
の

育
成

・強
化

○
⽶

粉
⽤

⽶
の

⽣
産

を
拡

⼤
（

⽶
粉

⽤
⽶

13
万

ha
［

令
和

12
年

度
ま

で
］

）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
低
コ
ス
ト
⽣
産
等
の
取
組
⽀
援

11
,0
00
百
万
円

産
地

・実
需

協
働

プ
ラ

ン
に

参
画

す
る

⽣
産

者
が

、
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
低
コ
ス
ト
⽣
産
等
の
技
術
導
⼊
を
⾏
う場

合
に
、取
組
⾯
積
に
応
じ
て
⽀
援

しま
す

。
①
対
象
作
物
︓

令
和

５
年

産
の

新
市

場
開

拓
⽤

⽶
、加

⼯
⽤

⽶
、

⽶
粉

⽤
⽶

（
パ

ン
・め

ん
⽤

の
専

⽤
品

種
）

②
交
付
単
価
︓
新
市
場
開
拓
⽤
⽶

４
万
円
/1
0a

加
⼯
⽤
⽶

３
万
円
/1
0a

⽶
粉
⽤
⽶
（
パ
ン
・め
ん
⽤
の
専
⽤
品
種
）
９
万
円
/1
0a

③
採
択
基
準
︓

地
域

協
議

会
単

位
で

、
取

組
⾯

積
等

の
評

価
基

準
（

ポ
イン

ト）
に

基
づ

き
、

予
算
の
範
囲
内
で
採
択

＜
留

意
事

項
＞

※
１

令
和

５
年

産
の

基
幹

作
が

対
象

で
す

。
※

２
農

業
者

等
が

実
需

者
と販

売
契

約
を

締
結

す
る

⼜
は

そ
の

計
画

を
有

し
て

い
る

こと
が

必
要

で
す

。
※

３
本

⽀
援

の
対

象
とな

った
⾯

積
は

、
令

和
５

年
度

⽔
⽥

活
⽤

の
直

接
⽀

払
交

付
⾦

の
戦

略
作

物
助

成
（

加
⼯

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

）
及

び
都

道
府

県
に

対
す

る
産

地
交

付
⾦

の
取

組
に

応
じ

た
追

加
配

分
（

新
市

場
開

拓
⽤

⽶
）

の
対

象
⾯

積
か

ら除
き

ま
す

。
※

４
予

算
額

の
うち

、3
3百

万
円

を
農

業
再

⽣
協

議
会

等
の

事
務

費
とし

て
計

上
し

て
い

ま
す

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

【令
和
５
年
度
概
算
決
定
額

11
,0
00
百
万
円
】

農 業 者

申
請

交
付

農
業

再
⽣

協
議

会
等

プ
ラン

等
の

取
りま

とめ

【産
地

・実
需

協
働

プ
ラン

】


産
地

と実
需

者
が

連
携

し、
新

市
場

開
拓

⽤
⽶

、加
⼯

⽤
⽶

、⽶
粉

⽤
⽶

に
つ

い
て

、
需

要
拡

⼤
の

た
め

に
必

要
な

⽣
産

対
策

や
需

要
の

創
出

・拡
⼤

に
係

る
取

組
内

容
、

⽬
標

等
を

盛
り込

ん
だ

計
画

⼟
壌

診
断

に
基

づ
く施

肥

実
需

者
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

の
低

コス
ト⽣

産
等

の
技

術
導

⼊

直
播

栽
培

［
例

］

⽶
粉

⽤
⽶

（
パ

ン
・め

ん
⽤

の
専

⽤
品

種
）

の
例

ス
マ

ー
ト農

業
機

器
の

活
⽤

（
パ

ン
⽤

の
専

⽤
品

種
）

・ミ
ズ

ホ
チ

カラ
・笑

み
た

わ
わ

等
（

め
ん

⽤
の

専
⽤

品
種

）
・亜

細
亜

（
あ

じあ
）

の
か

お
り

・ふ
くの

こ
等
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
畑
地
化
⽀
援

⽔
⽥
に
お
け
る
畑
地
化
※
１
の
取
組
を
⽀
援
しま
す
。

２
⾼
収
益
作
物
定
着
促
進
⽀
援
【拡
充
】

⽔
⽥
を
畑
地
化
し
て
、⾼

収
益
作
物
の
定
着
等
を
図
る
農
業
者
を
⼀
定
期
間
、

継
続
的
に
⽀
援
しま
す
。

３
畑
作
物
定
着
促
進
⽀
援
【新
規
】

⽔
⽥
を
畑
地
化
し
て
、⾼

収
益
作
物
を
除
く畑
作
物
（
⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作
物
、

⼦
実
⽤
とう
も
ろ
こし
等
）
の
定
着
等
を
図
る
農
業
者
を
⼀
定
期
間
、継

続
的
に

⽀
援
しま
す
。

４
産
地
づ
くり
体
制
構
築
等
⽀
援
【新
規
】

畑
作
物
の
産
地
づ
くり
に
取
り組

む
地
域
を
対
象
に
、関

係
者
間
の
調
整
や
⼟
地

改
良
区
の
地
区
除
外
決
済
⾦
等
の
費
⽤
負
担
に
要
す
る
経
費
を
⽀
援
しま
す
。

畑
地
化
促
進
事
業

【令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

24
,9
90
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

⽔
⽥

を
畑

地
化

して
畑

作
物

の
本

作
化

に
取

り組
む

農
業

者
に

対
して

、畑
地

利
⽤

へ
の

円
滑

な
移

⾏
を

促
し、

畑
作

物
の

需
要

に
応

じた
⽣

産
を

促
進

す
る

こと
を

⽬
的

とし
て

、
⽣

産
が

安
定

す
る

ま
で

の
⼀

定
期

間
、継

続
的

に
⽀

援
（

伴
⾛

⽀
援

）
を

⾏
うと

とも
に

、畑
作

物
の

産
地

づ
くり

に
取

り組
む

地
域

を
対

象
に

、関
係

者
間

で
の

調
整

や
畑

地
化

に
伴

う費
⽤

負
担

（
⼟

地
改

良
区

の
地

区
除

外
決

済
⾦

等
）

等
に

要
す

る
経

費
を

⽀
援

しま
す

。
＜
政
策
⽬
標
＞

○
⻨

・⼤
⾖

等
の作

付
⾯

積
を拡

⼤
（

⻨
30

.7
万

ha
、⼤

⾖
17

万
ha

［
令

和
12

年
度

まで
］

）

営
農

計
画

書
・交

付
申

請
書

等
の

取
りま

とめ

交
付

申
請

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
農

業
者

（
１

〜
３

の
事

業
）

農
業

再
⽣

協
議

会
等

畑
地
化
⽀
援
・⾼
収
益
作
物
定
着
促
進
⽀
援
・畑
作
物
定
着
促
進
⽀
援

産
地
づ
くり
体
制
構
築
等
⽀
援

①
産
地
づ
くり
に
向
け
た
体
制
構
築
⽀
援
【新
規
】

畑
作
物
の
産
地
づ
くり
に
取
り組

む
地
域
を
対
象
に
、団

地
化
や
ブ
ロ
ック
ロー
テ
ー
シ
ョン
の

体
制
構
築
等
の
た
め
の
調
整
（
打
合
せ
や
現
地
確
認
等
）
に
要
す
る
経
費
を
⽀
援

（
定
額
（
１

協
議

会
当

た
り上

限
30

0万
円

）
）

②
⼟
地
改
良
区
決
済
⾦
等
⽀
援
【新
規
】

令
和
５
年
度
に
畑
地
化
に
取
り組

む
こと
を
約
束
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、畑

地
化
に
伴

い
⼟
地
改
良
区
に
⽀
払
う必

要
が
⽣
じ
る
経
費
（
地
区
除
外
決
済
⾦
や
協
⼒
⾦
）
を
⽀

援
（
定
額

（
た

だ
し上

限
25

万
円

/1
0a

）
）

交
付

申
請

国
（

４
の

事
業

）
農

業
再

⽣
協

議
会

等

※
１

交
付

対
象

⽔
⽥

か
ら除

外
す

る
取

組
を

指
す

。
（

地
⽬

の
変

更
を

求
め

る
も

の
で

は
な

い
。）

対
象
作
物

畑
地
化
⽀
援
（
※
２
）

定
着
促
進
⽀
援
（
※
３
）

⾼
収
益
作
物

（
野

菜
、果

樹
、花

き
等

）
17

.5
万

円
/1

0a
・

2.
0(

3.
0※

４
)万

円
/1

0a
×

５
年

間
ま

た
は

・
10

.0
(1

5.
0※

４
)万

円
/1

0a
（

⼀
括

）
※

４
加

⼯
・業

務
⽤

野
菜

等
の

場
合

畑
作
物

（
⻨
、⼤

⾖
、飼

料
作
物
（
牧
草
等
）
、

⼦
実
⽤
とう
も
ろ
こし
、

そ
ば
等
）

14
.0

 万
円

/1
0a

・
2.

0万
円

/1
0a

×
５

年
間

ま
た

は
・

10
.0

万
円

/1
0a

（
⼀

括
）

※
２

令
和

５
年

度
に

お
け

る
取

組
が

対
象

※
３

令
和

４
年

度
ま

た
は

５
年

度
に

お
い

て
、畑
地
化
し
た
⾯
積
全
体
が
対
象

。
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
業
の
成
⻑
産
業
化
に
向
け
た
農
業
⽣
産
基
盤
整
備

（
農
業
競
争
⼒
強
化
対
策
）

担
い

⼿
へ

の
農

地
集

積
や

農
業

の
⾼

付
加

価
値

化
を

図
る

た
め

、農
地

中
間

管
理

機
構

との
連

携
等

に
よ

り、
⽔
⽥
の
畑
地
化
・汎
⽤
化
や
農
地
の
⼤
区

画
化

等
の

基
盤

整
備

を
推

進
し

ま
す

（
⾼
収
益
作
物
・畑
作
物
の
作
付
に
応

じ
た
促
進
費

等
を

併
せ

て
交

付
）

。ま
た

、⽔
利

⽤
の

⾼
度

化
や

⽔
管

理
の

省
⼒

化
を

図
る

た
め

、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

や
IC
Tの
導
⼊

等
に

よ
る
新
た
な
農
業
⽔

利
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等
を

推
進

しま
す

。

２
．
農
業
⽔
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
、防
災
・減
災
対
策

（
国
⼟
強
靱
化
対
策
）

農
業
⽔
利
施
設
の
更
新
・⻑
寿
命
化

、省
エ
ネ
化
・再
エ
ネ
利
⽤

、農
地
の

湛
⽔
防
⽌
対
策

、た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策

、農
業
⽤
ダ
ム
の
洪
⽔
調
節

機
能
強
化

等
を

推
進

しま
す

。

３
．
農
村
整
備
（
⽥
園
回
帰
・農
村
定
住
促
進
）

農
村

に
⼈

が
安

⼼
して

住
み

続
け

られ
る

条
件

を
整

備
す

る
た

め
、集
落
排
⽔

施
設
や
農
道
、地
域
資
源
利
活
⽤
施
設
の
整
備

等
を

推
進

しま
す

。

農
業
農
村
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

33
2,
30
3（

33
2,
13
6）

百
万
円
】

（
令
和
４
年
度
補
正
予
算

16
7,
70
0百

万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

競
争
⼒
強
化

の
た

め
の

⽔
⽥

の
畑

地
化

・汎
⽤

化
や

農
地

の
⼤

区
画

化
、新

た
な

農
業

⽔
利

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、国

⼟
強
靱
化

の
た

め
の

農
業

⽔
利

施
設

の
適

切
な

更
新

・⻑
寿

命
化

、省
エ

ネ
化

・再
エ

ネ
利

⽤
、た

め
池

の
防

災
・減

災
対

策
や

農
業

⽤
ダム

の
洪

⽔
調

節
機

能
強

化
、集

落
排

⽔
や

農
道

等
の

⽣
活

イン
フラ

の
整

備
等

を
推

進
しま

す
。

＜
事
業
⽬
標
＞

○
全

農
地

⾯
積

に
占

め
る

担
い

⼿
が

利
⽤

す
る

⾯
積

の
割

合
の

増
加

（
８

割
［

令
和

５
年

度
ま

で
］

）
○

更
新

が
早

期
に

必
要

と判
明

して
い

る
基

幹
的

農
業

⽔
利

施
設

に
お

け
る

対
策

着
⼿

の
割

合
（

10
割

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

１
．
農
業
競
争
⼒
強
化
対
策

農
業
⽔
利
施
設
の

戦
略
的
な
保
全
管
理

改
修

後
の

た
め

池
堤

体

３
．
⽥
園
回
帰
・農
村
定
住
促
進

改
修

後
の

頭
⾸

⼯

排
⽔

機
場

の
整

備

⽔
路

の
機

能
診

断

改
修

前
の

頭
⾸

⼯

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後


情

報
通

信
環

境
の

整
備

（
関

連
事

業
）


農

業
集

落
排

⽔
施

設
の

整
備


農

道
の

整
備

国
都

道
府

県

都
道

府
県

市
町

村
等

1/
2等

※
事

業
の

⼀
部

は
、直

轄
で

実
施

（
国

費
率

2/
3等

）

1/
2等

突
発

事
故

の
迅

速
な

復
旧

２
．
国
⼟
強
靱
化
対
策


農

地
の⼤

区
画

化


⾼

収
益

作
物

・畑
作

物
への

転
換
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
⽔
⽥
の
畑
地
化
等
の
た
め
の
整
備

畑
作

物
・園

芸
作

物
の

導
⼊

・定
着

に
向

け
、パ

イプ
ライ

ン
化

や
排

⽔
改

良
等

に
よ

る
⽔
⽥
の
畑
地
化
等
の
基
盤
整
備

を
⽀

援
しま

す
。

【附
帯

事
業

】
畑

作
物

・園
芸

作
物

の
導

⼊
⾯

積
割

合
に

応
じた

促
進

費
等

２
．
畑
地
か
ん
が
い
等
の
⽣
産
基
盤
や
営
農
環
境
の
整
備

畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
や
区
画
整
理
、農
道
整
備
等
の
基
盤
整
備

を
⽀

援
しま

す
。

【附
帯

事
業

】
⾼

収
益

作
物

の
導

⼊
⾯

積
割

合
に

応
じた

促
進

費
等

３
．
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
後
押
し
す
る
草
地
整
備

⾁
⽤

⽜
・酪

農
の

⽣
産

基
盤

強
化

の
た

め
畜

産
クラ

ス
ター

計
画

を
策

定
した

地
域

に
お

い
て

、草
地
の
⼤
区
画
化
や
排
⽔
改
良
等
の
基
盤
整
備

を
⽀

援
しま

す
。

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

⻨
・⼤
⾖
等
の
海
外
依
存
度
の
⾼
い
品
⽬
の
⽣
産
拡
⼤
を
促
進

す
る

た
め

、排
⽔

改
良

等
に

よ
る
⽔
⽥
の
畑
地
化
等
、畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
畑
地
の
⾼
機
能

化
、草

地
整
備
等

を
推

進
しま

す
。

＜
事
業
⽬
標
＞

主
⾷

⽤
⽶

か
ら⻨

・⼤
⾖

、野
菜

等
へ

の
転

換
及

び
飼

料
作

物
の

単
収

増
加

を
促

進

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
⺠

間
団

体
等

（
県

、市
町

村
を

含
む

）

1/
2、

定
額

等

飼
料

作
物

の
収

量
増

加

飼
料

⽣
産

の
基

盤
整

備

草
地

の
整

備
・改

良

⼟
層

改
良

排
⽔

路

⽔
稲

タマ
ネ

ギ

⽔
⽥

に
お

け
る

⾼
収

益
作

物
の

導
⼊

⽔
⽥

の
畑

地
化

・畑
地

の
⾼

機
能

化

※
事

業
の

⼀
部

は
、直

轄
で

実
施

（
国

費
率

2/
3等

）

暗
渠

排
⽔

畑
地

の
か

ん
が

い
施

設
の

整
備

農
業
農
村
整
備
事
業
に
お
け
る
畑
地
化
・畑
地
の
⾼
機
能
化
等
の
推
進
＜
公
共
＞
【令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

40
,0
00
百
万
円
】

暗
渠

排
⽔

起
伏

・勾
配

修
正

― 14 ―
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5,
77
2

2,
12
9

2,
12
9

2,
12
9

2,
62
7

2,
68
9

2,
75
3

2,
96
2

3,
08
4

3,
21
1

3,
26
0

3,
26
4

3,
31
7

3,
32
1

3,
32
3

85
2

17
2

58

73
5

73
5

73
5

73
5

70
1

63
9

65
0

66
1

59
5

59
1

59
1

10
0

12
3

23
6

49
9

50
8

50
8

51
8

54
0

54
3

15
0

52
3

2,
54
0

80
0

19
3

99
0

1,
75
2

1,
45
2

1,
48
8

1,
54
2

1,
85
5

1,
83
2

1,
67
7

54
6

54
0

0

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

21
年

度
22

年
度

＋
21

年
度

補
正

23
年

度
＋

22
年

度
補

正

24
年

度
＋

23
年

度
補

正

25
年

度
＋

24
年

度
補

正

26
年

度
＋

25
年

度
補

正

27
年

度
＋

26
年

度
補

正

28
年

度
＋

27
年

度
補

正

29
年

度
＋

28
年

度
補

正

30
年

度
＋

29
年

度
補

正

元
年

度
+

30
年

度
補

正

2年
度 +

元
年

度
補

正

3年
度 +

2年
度

補
正

4年
度 +

3年
度

補
正

5年
度 +

4年
度

補
正

（億円）

臨
時

・特
別

の
措

置
前

年
度

補
正

（
⾮

公
共

）
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
等

農
⼭

漁
村

地
域

整
備

交
付

⾦
（

農
業

農
村

整
備

分
）

農
業

農
村

整
備

事
業

5,
90
5

（
6,
45
1）

5,
97
5

（
6,
51
5）

6,
28
5

(注
)下

段
カッ

コ書
き

は
臨

時
・特

別
の

措
置

を
含

む
⾦

額

6,
28
5

農
業

農
村

整
備

事
業

（
Ｎ
Ｎ
）

関
係

予
算

の
推

移

3,
13
1

2,
82
5

4,
81
0

3,
78
1

4,
22
4

2,
18
7

5,
90
2

5,
77
2

5,
80
0

(注
)

(注
)

6,
13
4
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
加
⼯
原
料
乳
を
対
象
とす
る
⽣
産
者
補
給
⾦
等
の
交
付 3
3,
10
0（
31
,3
00
）
百
万
円

畜
産

経
営

の
安

定
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、⽣

乳
の

再
⽣

産
の

確
保

と全
国

の
酪

農
経

営
の

安
定

を
図

る
た

め
、加
⼯
原
料
乳
に
つ
い
て
⽣
産
者
補
給
⾦
等
を
交
付

しま
す

。
（

⽣
産

者
補

給
⾦

単
価

8.
69

円
/k

g、
集

送
乳

調
整

⾦
単

価
2.

65
円

/k
g、

総
交

付
対

象
数

量
33

0万
トン

）

２
．
加
⼯
原
料
乳
の
取
引
価
格
が
低
落
し
た
場
合
の
補
塡

1,
82
8（
1,
82
8）
百
万
円

加
⼯

原
料

乳
⽣

産
者

経
営

安
定

対
策

事
業

の
継

続
加
⼯
原
料
乳
の
取
引
価
格
が
補
塡
基
準
価
格

（
過

去
３

年
間

の
取

引
価

格
の

平
均

）
を
下
回
った
場
合
に
、⽣
産
者
に
補
塡
⾦

（
低

落
分

の
８

割
）
を
交
付

す
る

事
業

を
引

き
続

き
実

施
しま

す
。

酪
農
経
営
安
定
対
策

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

34
,9
28
（
33
,1
28
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

加
⼯
原
料
乳

（
脱

脂
粉

乳
・バ

ター
等

向
け

、チ
ー

ズ
向

け
及

び
⽣

クリ
ー

ム
等

の
液

状
乳

製
品

向
け

の
⽣

乳
）
に
つ
い
て
⽣
産
者
補
給
⾦
を
交
付

す
る

とと
も

に
、指
定
事
業
者
に

対
し
集
送
乳
調
整
⾦
を
交
付

しま
す

。ま
た
加
⼯
原
料
乳
の
取
引
価
格
が
低
落
し
た
場
合
の
補
塡

を
⾏

い
ま

す
。

＜
政
策
⽬
標
＞

⽣
乳

の
⽣

産
量

の
増

加
（

72
8万

t［
平

成
30

年
度

］
→

78
0万

t［
令

和
12

年
度

ま
で

］
）

⽣
乳

の
再

⽣
産

の
確

保
等

を
図

る
こと

を
⽬

的
に

、加
⼯

原
料

乳
に

つ
い

て
⽣

産
者

補
給

⾦
を

交
付

。
加

え
て

、集
送

乳
が

確
実

に
⾏

え
る

よ
う、

指
定

事
業

者
に

対
して

集
送

乳
調

整
⾦

を
交

付
。

乳
業

者
の

⽀
払

分
（

買
取

価
格

）

政
府

か
らの

交
付

分

補
給

⾦
単

価
、集

送
乳

調
整

⾦
単

価
及

び
総

交
付

対
象

数
量

は
毎

年
度

決
定

⽣ 産 者 भ ⼿ 取 ॉ

乳 価 ︵ 取 引 価 格 ︶

補
給

⾦

⽣ ॡ জ ␗ ঒ 等

ॳ ␗ ६

ং ॱ ␗ ؞

脱 脂 粉 乳 等

集
送

乳
調

整
⾦

【補
給
⾦
の
要
件
】

○
毎

年
度

、⽣
乳

の
年

間
販

売
計

画
を

提
出

す
る

こと
○

年
間

を
通

じ
た

⽤
途

別
の

需
要

に
基

づ
く安

定
取

引
とい

う要
件

を
満

た
す

こと

【集
送
乳
調
整
⾦
の
要
件
】

○
集

送
乳

経
費

が
か

さむ
地

域
を

含
む

都
道

府
県

単
位

以
上

（
⼀

⼜
は

⼆
以

上
の

都
道

府
県

）
の

区
域

内
で

集
乳

を
拒

否
しな

い
○

集
送

乳
経

費
の

算
定

⽅
法

等
を

基
準

に
従

い
規

定

加
⼯

原
料

乳
⽣

産
者

補
給

⾦
制

度

A-
3年

度
A-

2年
度

A-
1年

度
A年

度

補
塡

基
準

価
格

⽣
産

者
積

⽴
⾦

全 国 平 均 取 引 価 格

⽣
産

者
国

((
独

)農
畜

産
業

振
興

機
構

)
拠

出
助

成
（

⽣
産

者
:国

=
１

:３
）

補
塡

差
額

差
額

×
８

割

加
⼯

原
料

乳
価

格
（

脱
脂

粉
乳

・バ
ター

等
向

け
、チ

ー
ズ

向
け

及
び

⽣
クリ

ー
ム

等
の

液
状

乳
製

品
向

け
の

⽣
乳

価
格

）
が

下
落

した
場

合
の

経
営

へ
の

影
響

緩
和

を
⽬

的
に

、⽣
産

者
と国

が
拠

出
して

造
成

した
積

⽴
⾦

か
ら補

塡
。

加
⼯

原
料

乳
⽣

産
者

経
営

安
定

対
策

事
業

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

AL
IC

対
象

事
業

者

対
象

事
業

者

交
付

定
額

定
額

、3
/4

以
内

交
付

（
１

の
事

業
）

（
２

の
事

業
）

⽣
産

者

⽣
産

者

⽣
産

者
補

給
⾦

等

補
塡

⾦

積
⽴

⾦
⽣

産
者

︓
国

＝
１

︓
３拠

出
⾦

AL
IC
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配
合
飼
料
価
格
⾼
騰
緊
急
対
策

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

国
際

的
な

穀
物

需
要

の
増

加
や

ウ
クラ

イナ
情

勢
等

に
伴

うと
うも

ろ
こし

等
の

飼
料

原
料

価
格

の
上

昇
や

為
替

相
場

の
影

響
等

に
よ

り、
配

合
飼

料
価

格
が

⾼
騰

す
る

中
、畜

産
経

営
へ

の
影

響
を

緩
和

す
る

た
め

、配
合

飼
料

価
格

安
定

制
度

の
異
常
補
塡
基
⾦
か
ら
⽣
産
者
に
補
塡
⾦
を
交
付

しま
す

。

＜
政
策
⽬
標
＞

［
平

成
30

年
度

→
令

和
12

年
度

ま
で

］
※

（
）

は
枝

⾁
換

算
○

⽜
⾁

の
⽣

産
量

の
増

加
（

33
（

48
）

万
t→

40
（

57
）

万
t）

○
豚

⾁
の

⽣
産

量
の

増
加

（
90

（
12

8）
万

t→
92

（
13

1）
万

t）
○

鶏
⾁

の
⽣

産
量

の
増

加
（

16
0万

t→
17

0万
t）

○
鶏

卵
の

⽣
産

量
の

増
加

（
26

3万
t→

26
4万

t）
な

ど

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

配
合

飼
料

価
格

が
⾼

騰
し、
畜
産
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
配
合
飼
料
価
格
安
定

制
度

の
補

塡
の

発
動

が
続

い
て

い
ま

す
。

この
よ

うな
中

で
、配

合
飼

料
価

格
安

定
制

度
の
異
常
補
塡
基
⾦
に
所
要
額
の
積
増
し

を
実

施
し、

⽣
産

者
に
補
塡
⾦
を
交
付

しま
す

。

【配
合

飼
料

価
格

安
定

制
度

の
主

な
補

塡
発

動
条

件
】

●
平

均
輸

⼊
原

料
価

格
が

基
準

輸
⼊

原
料

価
格

を
超

え
る

場
合

に
、上

回
った

額
を

限
度

（
総

補
塡

額
）

とし
て

、補
塡

が
発

動
。

●
平

均
輸

⼊
原

料
価

格
が

基
準

輸
⼊

原
料

価
格

の
11

5％
を

超
え

る
場

合
に

、上
回

った
額

を
限

度
とし

て
異

常
補

塡
が

発
動

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
（

公
社

）
配

合
飼

料
供

給
安

定
機

構

異
常

補
塡

基
⾦

基
⾦

管
理

団
体

通
常

補
塡

基
⾦

⽣
産

者

定
額

配
合

飼
料

メー
カー

等

異
常

補
塡

基
⾦

へ
の

積
⽴

て 通
常

補
塡

基
⾦

へ
の

積
⽴

て
通

常
補

塡
基

⾦
へ

の
積

⽴
て

異
常

補
塡

⾦
異

常
補

塡
⾦

通
常

補
塡

⾦

【令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

10
,3
11
百
万
円
】

異
常

補
塡

通
常

補
塡

基
準

輸
⼊

原
料

価
格

の
11

5％
基

準
輸

⼊
原

料
価

格
（

直
前

１
年

間
の

平
均

）

四 半 期 毎 の 平 均 輸 ⼊ 原 料 価 格

11
5％

を
超

え
る

部
分

に
対

して
異

常
補

塡
が

発
動

直
前
４
四
半
期

当
該
四
半
期

基
準

輸
⼊

原
料

価
格

を
超

え
る

部
分

に
対

して
、

通
常

補
塡

が
発

動

― 17 ―
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
酪
農
経
営
改
善
緊
急
⽀
援
事
業

5,
00
0百
万
円

⽣
乳

の
需

給
ギ

ャッ
プ

を
早

期
に

改
善

す
る

た
め

、⽣
産

者
が
早
期
に
経
産
⽜
を
リタ
イ
ア
さ

せ
、⼀

定
期
間
、⽣

乳
の
⽣
産
抑
制
に
取
り組

む
場
合

、⽣
産

者
団

体
等

の
⼀

定
の

負
担

を
要

件
に

、奨
励
⾦
を
交
付

しま
す

。

２
．
乳
製
品
⻑
期
保
管
特
別
対
策
事
業

70
0百
万
円

本
年

11
⽉

の
飲

⽤
乳

価
の

引
上

げ
に

伴
う⽜

乳
の

消
費

減
退

に
よ

る
乳

製
品

在
庫

の
積

み
増

し
分

に
つ

い
て

、⽣
産

者
団

体
等

が
市

場
に

影
響

を
与

え
な

い
よ

うに
連

携
し

て
⾏

う乳
製
品

の
⻑
期
計
画
的
な
販
売
に
伴
う保

管
に
係
る
経
費
等
を
⽀
援

しま
す

。

（
関
連
事
業
）
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
⼒
強
化
対
策

5,
33
2百
万
円

チ
ー
ズ

の
味

や
歩

留
ま

りに
影

響
す

る
原
料
乳

に
つ

い
て

、酪
農

家
が

、実
需

者
が

求
め

る
⾼

い
品
質
を
確
保

す
る

た
め

の
取
組
を
⽀
援

す
る

ほ
か

、⼯
房

等
の

チ
ー

ズ
の

製
造

に
係

る
規
模
拡

⼤
や
⽣
産
性
向
上
に
必
要
な
施
設
整
備

、地
域
の
特
⾊
を
活
か
し
た
チ
ー
ズ
の
⽣
産
拡
⼤

の
取

組
や
消
費
拡
⼤
を
図
る
普
及
活
動
の
強
化
等
を
⽀
援

しま
す

。

⽣
乳
需
給
改
善
対
策

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

我
が

国
酪

農
に

つ
い

て
、⽣

乳
の

需
給

ギ
ャッ

プ
の

早
期

の
解

消
が

課
題

とな
って

い
る

た
め

、⽣
産
者
の
抑
制
的
な
⽣
産
へ
の
取
組
、⽣

産
者
団
体
等
が
⾏
う乳

製
品
の
⻑
期
保

管
等
を
⽀
援

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

⽣
乳

需
給

の
改

善
に

向
け

た
環

境
整

備

【令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

5,
70
0百

万
円
】

（
関
連
事
業
︓
国
産
チ
ー
ズ
の
競
争
⼒
強
化
対
策

5,
33
2百

万
円
）

乳
業

者
乳

製
品

の
販

売
等

保
管

事
業

者
（

⽣
産

者
団

体
等

）
実

需
者

等
乳

製
品

の
販

売
等

乳
製

品
の

⻑
期

保
管

（
２

の
事

業
）

（
１

の
事

業
）

⽣ 乳 ⽣ 産 量

؞ ؞ ؞ ؞

経
産

⽜
の

早
期

の
リタ

イア

リタ
イ

ア
頭

数
に

応
じ

て
奨

励
⾦

を
交

付

乳
量

が
少

な
い

搾
乳

ロボ
ット

に
合

わ
な

い

؞ ؞ ؞
⽣

乳
⽣

産
量

を
抑

制
す

る
た

め
の

計
画

の
策

定

R４
年

度

؞ ؞ ؞

R５
年

度
計

画
R６

年
度

計
画

等

乳
製

品
の

⻑
期

計
画

的
な

販
売

に
伴

う保
管

に
係

る
経

費
等

を
⽀

援

＜
事
業
の
流
れ
＞

⺠
間

団
体

公
募

団
体

1/
2以

内

（
１

の
事

業
）

国
AL

IC
交

付
⽣

産
者

団
体

等
（

２
の

事
業

）

定
額

定
額

交
付

⾦

●
⽀

援
対

象
者

︓
チ

ー
ズ

向
け

⽣
乳

の
品

質
向

上
を

図
る

⽣
産

者
●

乳
質

向
上

等
に

資
す

る
取

組
を

実
施

した
上

で
、要

件
とな

る
乳

質
基

準
を

満
た

した
⽣

乳
に

対
して

奨
励

⾦
を

交
付

●
補

助
率

︓
定

額
①

基
本

とな
る

取
組

︓
８

円
/⽣

乳
１

kg
②

上
乗

せ
とな

る
取

組
︓

ⅰ
）

特
⾊

あ
る

チ
ー

ズ
⽣

産
の

た
め

の
取

組
︓

＋
５

円
/⽣

乳
１

kg
ⅱ

）
輸

出
に

関
す

る
取

組
︓

＋
４

円
/⽣

乳
１

kg
③

国
産

チ
ー

ズ
を

増
産

させ
た

場
合

︓
20

円
/⽣

乳
１

kg
④

乳
質

基
準

を
満

た
した

⽣
乳

の
割

合
を

増
加

させ
た

場
合

︓
20

円
/⽣

乳
１

kg
ほ

か

更
な
る
飼
養
管

理
の
⾼
度
化
や
乳

質
管
理
に
取
り
組

み
、
品
質
を
向
上

さ
せ
る
ぞ
︕

乳
質

基
準

を
満

た
せ

ば
奨

励
⾦

を
交

付

（
関

連
事

業
）

― 18 ―

―  ―0123456789



13

農
林

⽔
産

物
輸

出
の

拡
⼤

○
円

安
も

活
か

し
、農

林
⽔

産
物

・⾷
品

の
輸

出
額

を
20

25
年

に
２

兆
円

とす
る

⽬
標

を
前

倒
し

て
達

成
す

る
とと

も
に

、2
03

0年
に

５
兆

円
とす

る
⽬

標
を

達
成

で
き

る
よ

う、
農

林
⽔

産
物

・⾷
品

輸
出

促
進

団
体

に
よ

る
品

⽬
ご

との
売

り込
み

な
どの

取
組

を
加

速
化

。

主
な
施
策
の
概
要

○
農
林
⽔
産
物
・⾷
品
輸
出
促
進
団
体
に
よ
る
売
り込

み
強
化


改

正
輸

出
促

進
法

に
基

づ
き

認
定

され
た

「農
林

⽔
産

物
・⾷

品
輸

出
促

進
団

体
」を

中
核

と
した

、品
⽬

ご
との

売
り込

み
を

強
化

令
和

５
年

度
予

算
10

9億
円

(1
08

億
円

）
令

和
４

年
度

第
２

次
補

正
予

算
42

6億
円

○
輸
出
向
け
に
⽣
産
・流
通
を
転
換
す
る
輸
出
産
地
の
形
成


輸

出
向

け
に

⽣
産

・流
通

を
転

換
し、

⼤
ロ

ット
化

を
⾏

う輸
出

産
地

の
形

成
を

⽀
援

。

○
「育
成
者
権
管
理
機
関
」の
活
動
⽀
援


海

外
に

お
け

る
品

種
登

録
や

知
的

財
産

の
保

護
・活

⽤
を

⾏
う「

育
成

者
権

管
理

機
関

」の
活

動
を

⽀
援

。

海
外

バ
イヤ

ー
との

商
談

⼤
ロッ

ト輸
出

【輸
出
額
の
増
加
が
⼤
き
い
主
な
品
⽬
】（

20
22

年
1-

10
⽉

）
ホ

タテ
⾙

⽜
乳

・乳
製

品

前
年

同
期

⽐
＋

48
.8

％

⽇
本

酒
い

ち
ご

前
年

同
期

⽐
＋

26
.6

％

前
年

同
期

⽐
＋

24
.1

％
前

年
同

期
⽐

＋
28

.7
％

農
林
⽔
産
物
・⾷
品
の
輸
出
額
の
推
移

優
良

品
種

な
ど知

的
財

産
の

保
護

・活
⽤

20
16
年

20
17
年

20
18
年

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
21
年

1‐
10
⽉

20
22
年

1‐
10
⽉

20
25
年

20
30
年

＋
15
.3
％

（
対

前
年

同
期

⽐
）

0.
91

0.
75

兆
円

0.
81

0.
91

0.
99

1.
24

0.
97

1.
12

２
兆
円

⽬
標

５
兆
円

⽬
標

※
昨

年
よ

り１
か

⽉
早

い
ペ

ー
ス

で
１

兆
円

を
突

破
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―  ―0123456789



20
30
年
輸
出
５
兆
円
⽬
標
の
実
現
に
向
け
た
「農
林
⽔
産
物
・⾷
品
の
輸
出
拡
⼤
実
⾏
戦
略
」の
実
施

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

５
兆

円
⽬

標
の

実
現

に
向

け
て

、官
⺠
⼀
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
⼒
の
強
化

、マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
農
林
⽔
産
事
業
者
の
後
押
し

、省
庁
の

垣
根
を
超
え
た
政
府
⼀
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服

等
の

取
組

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政
策
⽬
標
＞

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

輸
出

額
の

拡
⼤

（
２

兆
円

［
20

25
年

ま
で

］
、５

兆
円

［
20

30
年

ま
で

］
）

＜
事
業
の
全
体
像
＞

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額
10
,8
71
（
10
,7
87
）
百
万
円
】

(令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

42
,6
09
百
万
円
) ５ 兆 円 ⽬ 標 प 向 ऐ ञ 更 ऩ ॊ 輸 出 拡 ⼤ ॑ ⽬ 指 घ

２
マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
農
林
⽔
産
事
業
者
の
後
押
し

１
品
⽬
別
輸
出
⽬
標
の
達
成
に
向
け
た
官
⺠
⼀
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
⼒
の
強
化

（
１
）
マ
ー
ケ
ット
イ
ン
に
よ
る
海
外
で
の
販
売
⼒
の
強
化

・
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
輸

出
の

実
現

に
向

け
て

品
⽬

団
体

、J
ET

RO
及

び
JF

O
O

D
O

が
連

携
し

て
⾏

う販
路

開
拓

、市
場

調
査

や
商

流
構

築
な

どの
輸

出
⼒

強
化

に
向

け
た

取
組

を
⽀

援
・

海
外

料
理

⼈
の

育
成

や
⽇

本
産

⾷
材

サ
ポ

ー
ター

店
の

拡
⼤

、⽇
本

⾷
・⾷

⽂
化

に
関

す
る

⾷
体

験
コン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ

等
を

⽀
援

・
⾷

産
業

の
海

外
展

開
を

促
進

す
る

た
め

、官
⺠

協
議

会
を

通
じて

海
外

展
開

を
⽀

援
（
２
）
海
外
で
の
輸
出
⽀
援
体
制
の
確
⽴

・
主

要
な

輸
出

先
国

・地
域

に
お

い
て

、J
ET

RO
海

外
事

務
所

等
を

活
⽤

し、
在

外
公

館
等

と連
携

し
て

輸
出

⽀
援

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

設
置

・運
営

し
、輸

出
事

業
者

を
専

⾨
的

か
つ

継
続

的
に

⽀
援

等

（
１
）
輸
出
産
地
・事
業
者
の
育
成
・展
開
・安
定
供
給
体
制
の
強
化

・
輸

出
産

地
サ

ポ
ー

ター
等

を
活

⽤
し

た
輸

出
産

地
の

育
成

、都
道

府
県

と連
携

し
、

輸
出

産
地

に
よ

る
輸

出
事

業
計

画
の

策
定

や
実

⾏
の

取
組

を
⽀

援
・

GF
Pを

活
⽤

し
た

、産
地

・事
業

者
へ

の
輸

出
診

断
や

商
流

構
築

な
ど輸

出
熟

度
や

規
模

に
応

じ
た

伴
⾛

⽀
援

、輸
出

⽀
援

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
等

と連
携

し
た

セ
ミナ

ー
な

どの
取

組
を

⽀
援

・
輸

出
リス

クに
対

応
し

、融
資

を
円

滑
化

す
る

た
め

、信
⽤

保
証

に
係

る
保

証
料

を
⽀

援
（
２
）
地
域
産
業
の
強
み
を
活
か
し
た
加
⼯
⾷
品
の
輸
出
の
取
組
⽀
援

・
地

域
の

⾷
品

産
業

を
中

⼼
とし

た
多

様
な

関
係

者
が

参
画

し
た

地
域

⾷
品

産
業

連
携

プ
ロ

ジ
ェク

ト（
LF

P）
を

構
築

し
て

⾏
う、

社
会

課
題

解
決

と経
済

性
が

両
⽴

す
る

新
た

な
ビジ

ネ
ス

を
継

続
的

に
創

出
す

る
取

組
を

⽀
援

等

（
１
）
規
制
の
緩
和
・撤
廃
に
向
け
た
協
議
の
加
速
化

・
政

府
間

交
渉

に
必

要
とな

る
情

報
・科

学
的

デ
ー

タの
収

集
・分

析
、輸

出
先

国
が

求
め

る
植

物
検

疫
上

の
要

求
事

項
を

満
た

す
た

め
の

体
制

構
築

等
を

実
施

（
２
）
輸
出
⼿
続
の
円
滑
化
、利
便
性
の
向
上

・
研

修
等

に
よ

る
実

務
担

当
者

の
能

⼒
向

上
、⼈

員
の

増
強

や
検

査
機

器
の

導
⼊

、輸
出

証
明

書
の

発
⾏

場
所

数
の

増
加

に
向

け
た

体
制

整
備

等
を

⽀
援

（
３
）
⽣
産
段
階
で
の
⾷
品
安
全
規
制
へ
の
対
応
強
化

・
輸

出
施

設
の

H
AC

CP
等

認
定

、畜
⽔

産
物

モ
ニ

タリ
ン

グ
検

査
、イ

ン
ポ

ー
トト

レ
ラン

ス
申

請
、国

際
的

認
証

取
得

、施
設

登
録

規
制

へ
の

対
応

等
を

⽀
援

（
４
）
輸
出
向
け
施
設
の
整
備

・
⾷

品
産

業
の

輸
出

向
け

H
AC

CP
等

対
応

施
設

や
農

畜
産

物
の

輸
出

拡
⼤

に
必

要
な

処
理

加
⼯

施
設

等
の

整
備

を
⽀

援
・

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
畜

産
農

家
・⾷

⾁
処

理
施

設
・⾷

⾁
流

通
事

業
者

の
３

者
で

組
織

す
る

事
業

共
同

体
）

が
取

り組
む

、⾷
⾁

の
流

通
構

造
の

⾼
度

化
等

に
必

要
な

施
設

の
整

備
等

を
⽀

援
（
５
）
知
的
財
産
の
実
効
的
な
管
理
・保
護
と海

外
流
出
の
防
⽌

・
育

成
者

権
者

に
代

わ
って

⾏
う海

外
へ

の
品

種
登

録
、侵

害
の

監
視

や
訴

訟
対

応
、

海
外

ライ
セ

ン
ス

等
の

育
成

者
権

管
理

機
関

の
取

組
、国

内
外

に
お

け
る

G
Iの

侵
害

対
応

を
⽀

援
等

３
省
庁
の
垣
根
を
超
え
た
政
府
⼀
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服
等
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＜
事
業
の
全
体
像
＞

（
1）
輸
出
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備

・
畜

産
物

モ
ニ

タリ
ン

グ
検

査
、イ

ン
ポ

ー
トト

レ
ラン

ス
申

請
、コ

メ
・コ

メ
加

⼯
品

の
輸

出
に

必
要

な
規

制
対

応
、海

外
模

倣
品

対
策

等
を

⽀
援

・
加

⼯
⾷

品
の

国
際

標
準

化
対

応
や

我
が

国
の

規
格

認
証

の
普

及
等

、輸
出

先
国

ニ
ー

ズ
の

対
応

に
向

け
、⾷

品
産

業
の

課
題

解
決

の
取

組
を

⽀
援

（
2）
輸
出
先
国
の
規
制
や
需
要
に
対
応
し
た
加
⼯
施
設
等
の
整
備

・
加

⼯
⾷

品
等

の
輸

出
拡

⼤
に

必
要

な
製

造
・加

⼯
、流

通
等

の
施

設
の

新
設

及
び

改
修

、機
器

の
整

備
を

⽀
援

・
農

産
物

等
の

輸
出

拡
⼤

に
必

要
な

集
出

荷
貯

蔵
施

設
、コ

ー
ル

ドチ
ェー

ン
対

応
型

の
卸

売
市

場
等

の
整

備
を

⽀
援

・
畜

産
物

の
輸

出
拡

⼤
を

⽬
的

とし
た

⾷
⾁

処
理

施
設

の
再

編
等

を
⽀

援
・

⼤
規

模
な

⽔
産

物
流

通
・⽣

産
の

拠
点

で
の

共
同

利
⽤

施
設

・養
殖

場
等

の
⼀

体
的

整
備

、⿂
礁

や
藻

場
等

の
漁

場
整

備
を

⽀
援

（
3）
⽇
本
の
強
み
を
守
る
た
め
の
知
的
財
産
対
策
の
強
化

・
海

外
に

お
け

る
品

種
登

録
出

願
や

模
倣

品
対

策
を

⽀
援

・
品

種
登

録
審

査
に

必
要

な
栽

培
試

験
施

設
の

整
備

を
⽀

援
（
4）
そ
の
他

・
⽊

材
製

品
等

の
国

際
競

争
⼒

強
化

に
向

け
、輸

出
先

国
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
性

能
検

証
、販

売
促

進
活

動
や

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

活
動

、き
の

この
知

的
財

産
保

護
等

を
⽀

援

20
30
年
輸
出
５
兆
円
⽬
標
の
実
現
に
向
け
た
「農
林
⽔
産
物
・⾷
品
の
輸
出
拡
⼤
実
⾏
戦
略
」の
実
施

【令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

42
,6
09
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

５
兆

円
⽬

標
の

実
現

に
向

け
、官

⺠
⼀
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
⼒
の
強
化

、マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
農
林
⽔
産
事
業
者
の
後
押
し、
省
庁
の
垣

根
を
超
え
た
政
府
⼀
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服

等
を

⽀
援

しま
す

。

＜
政
策
⽬
標
＞

農
林

⽔
産

物
・⾷

品
の

輸
出

額
の

拡
⼤

（
２

兆
円

［
20

25
年

ま
で

］
、５

兆
円

［
20

30
年

ま
で

］
）

（
1）
オ
ー
ル
ジ
ャパ
ン
で
の
マ
ー
ケ
ット
イ
ン
輸
出
の
取
組
強
化

・
認

定
品

⽬
団

体
等

が
輸

出
重

点
品

⽬
に

つ
い

て
オ

ー
ル

ジ
ャパ

ン
で

⾏
う、

輸
出

課
題

の
解

決
や

販
路

拡
⼤

等
、早

急
な

業
界

全
体

の
輸

出
⼒

強
化

に
向

け
て

⾏
う取

組
を

⽀
援

・
JE

TR
O

に
よ

る
輸

出
事

業
者

サ
ポ

ー
ト、

JF
O

O
D

O
に

よ
る

重
点

的
・戦

略
的

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

、⺠
間

事
業

者
等

に
よ

る
海

外
販

路
開

拓
・拡

⼤
の

取
組

等
を

⽀
援

・
コメ

・コ
メ加

⼯
品

の
海

外
需

要
開

拓
・プ

ロモ
ー

シ
ョン

を
⽀

援
・

イン
バ

ウ
ン

ド消
費

と輸
出

の
相

乗
効

果
を

更
に

⾼
め

て
い

くた
め

に
必

要
な

、⽇
本

⾷
・⾷

⽂
化

の
情

報
発

信
や

、魅
⼒

あ
る

地
域

の
⾷

体
験

コン
テ

ン
ツ

の
造

成
等

を
⽀

援
（
2）
海
外
で
の
輸
出
⽀
援
体
制
の
確
⽴

・
主

要
な

輸
出

先
国

・地
域

に
お

い
て

、輸
出

⽀
援

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
が

輸
出

事
業

者
を

専
⾨

的
か

つ
継

続
的

に
⽀

援
す

る
体

制
を

整
備

・
有

望
な

海
外

市
場

へ
の

物
流

・商
流

づ
くり

な
どの

戦
略

的
サ

プ
ライ

チ
ェー

ン
の

構
築

を
⽀

援

１
品
⽬
別
輸
出
⽬
標
の
達
成
に
向
け
た
官
⺠
⼀
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
⼒
の
強
化

【8
8億
円
】

２
マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
農
林
⽔
産
事
業
者
の
後
押
し

【9
4億
円
】

等

３
省
庁
の
垣
根
を
超
え
た
政
府
⼀
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服
等

【2
44
億
円
】

（
1）
輸
出
産
地
・事
業
者
の
育
成
・展
開

・
都

道
府

県
や

JA
が

先
導

す
る

輸
出

向
け

⽣
産

の
拡

⼤
に

向
け

た
⼤

ロ
ット

輸
出

産
地

の
形

成
や

、G
FP

（
農

林
⽔

産
物

・⾷
品

輸
出

プ
ロ

ジ
ェク

ト）
を

活
⽤

し
た

ス
ター

トア
ップ

の
取

組
等

を
⽀

援
・

輸
出

に
取

り組
む

事
業

者
等

へ
の

リス
クマ

ネ
ー

の
供

給
を

⽀
援

（
2）
⼀
貫
し
た
コ
ー
ル
ド
チ
ェー
ン
に
よ
る
輸
出
物
流
の
構
築

・
輸

出
物

流
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
に

向
け

た
環

境
調

査
、輸

出
物

流
構

築
に

向
け

た
モ

デ
ル

実
証

、設
備

・機
器

導
⼊

等
を

⽀
援

（
3）
畜
産
物
輸
出
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
推
進

・
畜

産
農

家
、⾷

⾁
処

理
施

設
、輸

出
事

業
者

等
で

組
織

す
る

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
事

業
共

同
体

）
が

取
り組

む
、商

流
の

構
築

や
輸

出
先

国
の

求
め

に
応

え
る

た
め

の
取

組
、対

⽶
認

定
⾷

⾁
処

理
施

設
に

お
け

る
⾎

斑
発

⽣
低

減
に

向
け

た
設

備
の

改
良

や
導

⼊
等

を
⽀

援
等 等
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＜
事
業
の
全
体
像
＞

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域

の
創

意
⼯

夫
に

よ
る
活
動
の
計
画
づ
くり

か
ら農

業
者

等
を

含
む

地
域

住
⺠

の
就
業
の
場
の
確
保

、農
⼭

漁
村

に
お

け
る
所
得
の
向
上
や
雇
⽤
の
増
⼤
に
結
び
つ
け
る
取
組

に
対

し、
取

組
の

発
展

段
階

に
応

じて
総
合
的
に
⽀
援

し、
農

林
⽔

産
業

に
関

わ
る

地
域

の
コミ

ュニ
テ

ィの
維

持
と農

⼭
漁

村
の

活
性

化
及

び
⾃

⽴
化

を
後

押
しし

ま
す

。

＜
政
策
⽬
標
＞

都
市

と農
⼭

漁
村

の
交

流
⼈

⼝
の

増
加

（
1,

54
0万

⼈
［

令
和

７
年

度
ま

で
］

）
等

都
市
部

都
市

農
業

へ
の

関
⼼

の
喚

起
や

多
様

な
機

能
の

発
揮

に資
す

る取
組

を
⽀

援
しま

す
。

ソ
フト

都
市

農
地

貸
借

に
よ

る
担

い
⼿

づ
くり

へ
の

⽀
援

都
市
農
業
機
能

発
揮
対
策

॥ ঑ ⑃ ॽ ॸ ␽ भ 維 持 ध 農 ⼭ 漁 村 भ 活 性 化 ؞ ⾃ ⽴ 化

中 ⼭ 間 地 域 等

農
⼭
漁
村
地
域

振
興

⼭
村

で
の

地
域

資
源

を⽤
い

た
地

域
経

済
の

活
性

化
の

取
組

を⽀
援

しま
す

。

ソ
フト

⼭
村
活
性
化
対
策

⼭
菜

を
利

⽤
し

た
商

品
開

発

イ
ン

フラ
管

理
や

ス
マ

ー
ト農

業
等

に
必

要
な

情
報

通
信

環
境

の
整

備
を⽀

援
しま

す
。

通
信

施
設

の
整

備

情
報
通
信
環
境

整
備
対
策

ソ
フト

ハ
ー
ド

農
⼭
漁
村
振
興
交
付
⾦

情 報 発 信

就 農 移 住

交 流

農
⼭
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン
対
策

農
⼭
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン

整
備
事
業

地
域

活
性

化
の

た
め

の
活

動
計

画
づ

くり
や

農
⼭

漁
村

の
地

域
資

源
を活

⽤
し、

新
たな

価
値

を創
出

す
る取

組
等

を⽀
援

しま
す

。

農
⼭

漁
村

の
地

域
資

源
を活

⽤
し、

新
た

な
価

値
を創

出
す

る
施

設
整

備
を⽀

援
しま

す
。

地
域

活
性

化
の

た
め

の
活

動
計

画
づ

くり
（

※
１

）
地

域
資

源
を

活
⽤

し
た

新
商

品
開

発
景

観
等

を利
⽤

した
⾼

付
加

価
値

コン
テン

ツの
開

発
障

害
者

等
の

農
産

物
栽

培
技

術
の

習
得

等

農
産

物
加

⼯
・

販
売

施
設

の
整

備
古

⺠
家

等
を

活
⽤

し
た

滞
在

型
施

設
の

整
備

障
害

者
等

が
作

業
に

携
わ

る
⽣

産
施

設
の

整
備

等

農
⼭
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン

推
進
事
業

農
泊
推
進
型

中
⼭

間
地

域
で

の
収

益
⼒

向
上

に向
け

た取
組

や
農

村
型

地
域

運
営

組
織

（
農

村
RM

O）
形

成
を⽀

援
しま

す
。

中
⼭
間
地
農
業
推
進
対
策

ソ
フト

農
村

RM
Oに

よる
農

⽤
地

保
全

栽
培

技
術

の
ｅ

ラー
ニ

ン
グ

農
福
連
携
型

集
出

荷
・貯

蔵
・加

⼯
施

設
の

整
備

地
域

にお
け

る⼟
地

利
⽤

構
想

の
作

成
か

ら実
現

まで
の

取
組

を総
合

的
に⽀

援
しま

す
。

農
地

の
粗

放
的

利
⽤

最
適
⼟
地
利
⽤
総
合
対
策

ソ
フト

ハ
ー
ド

⼟
地

利
⽤

構
想

の
作

成
簡

易
な

整
備

ソ
フト

ハ
ー
ド

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
07
0（

9,
75
2）

百
万
円
】

（
令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

1,
44
0百

万
円
）

※
１

農
⼭

漁
村

振
興

交
付

⾦
の

全
て

の
対

策
に

つ
い

て
活

⽤
が

可
能

※
（

関
連

事
業

）
農

⼭
漁

村
発

イノ
ベ

ー
シ

ョン
委

託
調

査
事

業
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【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

26
,1
00
（
26
,1
00
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
⼭

間
地

域
等

に
お

い
て

、農
業

⽣
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

よ
り、
将
来
に
向
け
て
農
業
⽣
産
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を
⽀
援

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

耕
作

放
棄

を
防

⽌
し、

中
⼭

間
地

域
等

の
農

⽤
地

7.
5万

ha
の

減
少

を
防

⽌
［

令
和

６
年

度
ま

で
］

⽇
本
型
直
接
⽀
払
の
うち

中
⼭
間
地
域
等
直
接
⽀
払
交
付
⾦

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
中
⼭
間
地
域
等
直
接
⽀
払
交
付
⾦

25
,8
00
（
25
,8
00
）
百
万
円

農
業
⽣
産
条
件
の
不
利
な
中
⼭
間
地
域
等

に
お

い
て

、集
落

等
を

単
位

に
、農
⽤
地
を
維
持

・管
理
し
て
い
くた
め
の
取
決
め
（
協
定
）
を
締
結

し、
そ

れ
に

した
が

って
農
業
⽣
産
活
動
等
を

⾏
う場

合
に
、⾯
積
に
応
じ
て
⼀
定
額
を
交
付

しま
す

。

２
．
中
⼭
間
地
域
等
直
接
⽀
払
推
進
交
付
⾦

30
0（
30
0）
百
万
円

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑
な

実
施

に
向

け
た

都
道

府
県

、市
町

村
等

の
推

進
体

制
を

強
化

し
ま

す
。

「農
業

⽣
産

活
動

等
を

継
続

す
る

た
め

の
活

動
」の

み
を

⾏
う場

合
は

交
付

単
価

の
８

割
（

基
礎

単
価

）
、

これ
に

加
え

て
「集

落
戦

略
の

作
成

」を
⾏

う場
合

は
交

付
単

価
の

10
割

を
交

付
（

体
制

整
備

単
価

）

1
0
m

0
.5

m

⽥
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
1/

20
）

21
,0
00
円
/1
0a

地
⽬

区
分

交
付
単
価

（
円
/1
0a
）

⽥
急

傾
斜

（
1/

20
〜

）
21

,0
00

緩
傾

斜
（

1/
10

0〜
）

8,
00

0

畑
急

傾
斜

（
15

度
〜

）
11

,5
00

緩
傾

斜
（

８
度

〜
）

3,
50

0

畑
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
15

度
）

11
,5
00
円
/1
0a

2
.7

m

1
0
m

【主
な
交
付
単
価
】

【対
象
地
域
】

中
⼭

間
地

域
等

（
地

域
振

興
８

法
と棚

⽥
法

指
定

地
域

及
び

知
事

が
定

め
る

特
認

地
域

）
【対

象
者
】

集
落

協
定

⼜
は

個
別

協
定

に
基

づ
き

５
年

以
上

継
続

して
耕

作
を

⾏
う農

業
者

等

【加
算
措
置
】

①
農

業
⽣

産
活

動
等

を
継

続
す

る
た

め
の

活
動

（
耕

作
放

棄
の

発
⽣

防
⽌

、⽔
路

・農
道

の
管

理
活

動
等

）
②

農
業

⽣
産

活
動

等
の

体
制

整
備

の
た

め
の

取
組

（
集

落
戦

略
の

作
成

）

【集
落
協
定
等
に
基
づ
く活
動
】

加
算
項
⽬
（
取
組
⽬
標
の
設
定
・達
成
が
必
要
）

10
a当
た
り単

価
棚
⽥
地
域
振
興
活
動
加
算

棚
⽥

地
域

振
興

法
に

基
づ

く認
定

棚
⽥

地
域

振
興

活
動

計
画

の
対

象
棚

⽥
等

（
⽥

1/
20

以
上

、畑
15

度
以

上
）

の
保

全
と地

域
の

振
興

を
⽀

援
〔超

急
傾

斜
農

地
管

理
加

算
、集

落
機

能
強

化
加

算
、⽣

産
性

向
上

加
算

との
重

複
は

不
可

〕

10
,0

00
円

（
⽥

・畑
）

棚
⽥

地
域

振
興

活
動

加
算

を
受

け
る

農
地

の
うち

超
急

傾
斜

農
地

（
⽥

1/
10

以
上

、畑
20

度
以

上
）

〔超
急

傾
斜

農
地

管
理

加
算

、集
落

機
能

強
化

加
算

、⽣
産

性
向

上
加

算
との

重
複

は
不

可
〕

14
,0

00
円

（
⽥

・畑
）

超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

超
急

傾
斜

農
地

（
⽥

1/
10

以
上

、畑
20

度
以

上
）

の
保

全
や

有
効

活
⽤

を
⽀

援
6,

00
0円

（
⽥

・畑
）

集
落
協
定
広
域
化
加
算

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
広

域
で

集
落

協
定

を
締

結
し、

将
来

の
集

落
維

持
に

向
け

た
活

動
を

⽀
援

3,
00

0円
(地

⽬
に

か
か

わ
らず

)
集
落
機
能
強
化
加
算

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
新

た
な

⼈
材

の
確

保
、営

農
以

外
の

組
織

との
連

携
体

制
の

構
築

等
の

取
組

を⽀
援

⽣
産
性
向
上
加
算

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
農

地
の

集
積

・集
約

や
所

得
向

上
、省

⼒
化

技
術

の
導

⼊
等

の
取

組
を

⽀
援

※
本

制
度

は
、予

算
の

範
囲

内
で

交
付

⾦
を

交
付

す
る

仕
組

み
で

す
。申

請
額

の
全

国
合

計
が

予
算

額
を

上
回

った
場

合
、交

付
⾦

が
減

額
され

る
こと

が
あ

りま
す

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都

道
府

県
市

町
村

定
額

定
額

農
業

者
等

定
額

（
１

の
事

業
）

国
都

道
府

県
定

額
定

額
市

町
村

等
（

２
の

事
業

）
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【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

48
,6
52
（
48
,7
02
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域

共
同

で
⾏

う、
多
⾯
的
機
能
を
⽀
え
る
活
動
や
、地

域
資
源
（
農
地
、⽔

路
、農

道
等
）
の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
を
⽀
援

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

○
農

地
・農

業
⽤

⽔
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
多

様
な

⼈
材

の
参

画
率

の
向

上
（

５
割

以
上

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

○
農

地
・農

業
⽤

⽔
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り広

域
的

に
保

全
管

理
され

る
農

地
⾯

積
の

割
合

の
向

上
（

６
割

以
上

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
多
⾯
的
機
能
⽀
払
交
付
⾦

47
,0
50
（
47
,0
50
）
百
万
円

①
農
地
維
持
⽀
払

地
域
資
源
の
基
礎
的
保
全
活
動
等
の
多
⾯
的
機
能
を
⽀
え
る
共

同
活
動

を
⽀

援
しま

す
。

②
資
源
向
上
⽀
払

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動

、施
設
の
⻑
寿
命
化

の
た
め
の
活
動

を
⽀

援
しま

す
。

２
．
多
⾯
的
機
能
⽀
払
推
進
交
付
⾦
1,
60
2（
1,
65
2）
百
万
円

交
付

⾦
の

適
正

か
つ

円
滑

な
実

施
に

向
け

て
、都

道
府

県
、市

町
村

等
に

よ
る

事
業

の
推

進
を

⽀
援

しま
す

。

交
付

単
価

［
５

年
間

以
上

実
施

し
た

地
区

は
、➋

に
75

％
単

価
を

適
⽤

］
※

１
︓

➋
、❸

の
資

源
向

上
⽀

払
は

、➊
の

農
地

維
持

⽀
払

と併
せ

て
取

り組
む

こと
が

必
要

※
２

︓
➊

､➋
と併

せ
て

❸
の

⻑
寿

命
化

に
取

り組
む

場
合

は
､➋

に
75

％
単

価
を

適
⽤

※
３

︓
❸

の
⻑

寿
命

化
に

お
い

て
、直

営
施

⼯
を

⾏
わ

な
い

等
の

場
合

は
、5

/6
単

価
を

適
⽤

都
府

県
北

海
道

❶
農

地
維

持
⽀

払
❷

資
源

向
上

⽀
払

（
共

同
）

❸
資

源
向

上
⽀

払
（

⻑
寿

命
化

）
❶

農
地

維
持

⽀
払

❷
資

源
向

上
⽀

払
（

共
同

）
❸

資
源

向
上

⽀
払

（
⻑

寿
命

化
）

⽥
3,

00
0

2,
40

0
4,

40
0

2,
30

0
1,

92
0

3,
40

0
畑

2,
00

0
1,

44
0

2,
00

0
1,

00
0

48
0

60
0

草
地

25
0

24
0

40
0

13
0

12
0

40
0

（
円

/1
0a

）

※
1,
2,
3

※
1,
2,
3

※
1

※
1

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都

道
府

県
市

町
村

定
額

定
額

農
業

者
等

定
額

農
地

維
持

⽀
払

・農
地

法
⾯

の
草

刈
り、

⽔
路

の
泥

上
げ

、農
道

の
路

⾯
維

持
等

・農
村

の
構

造
変

化
に

対
応

した
体

制
の

拡
充

・強
化

、地
域

資
源

の
保

全
管

理
に

関
す

る
構

想
の

策
定

等

⽔
路

の
泥

上
げ

農
地

法
⾯

の
草

刈
り

農
道

の
路

⾯
維

持

・⽔
路

、農
道

、た
め

池
の

軽
微

な
補

修
、景

観
形

成
や

⽣
態

系
保

全
な

どの
農

村
環

境
保

全
活

動
等

・⽼
朽

化
が

進
む

⽔
路

、農
道

な
どの

⻑
寿

命
化

の
た

め
の

補
修

等

⽔
路

の
ひ

び
割

れ
補

修
農

道
の

窪
み

の
補

修
た

め
池

の
外

来
種

駆
除

資
源

向
上

⽀
払

実
施

主
体

︓
農

業
者

等
で

構
成

され
る

組
織

（
➊

及
び

❸
は

農
業

者
の

み
で

構
成

す
る

組
織

で
も

取
組

可
能

）
対

象
農

⽤
地

︓
農

振
農

⽤
地

及
び

多
⾯

的
機

能
の

発
揮

の
観

点
か

ら都
道

府
県

知
事

が
定

め
る

農
⽤

地

項
⽬

都
府
県

北
海
道

多
⾯

的
機

能
の

更
な

る
増

進
多

⾯
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

の
取

組
数

を
新

た
に

１
つ

以
上

増
加

させ
る

場
合

等
⽥

40
0

32
0

畑
24

0
80

農
村

協
働

⼒
の

深
化

上
記

の
⽀

援
を

受
け

た
上

で
、構

成
員

の
うち

⾮
農

業
者

等
が

４
割

以
上

を
占

め
、か

つ
実

践
活

動
に

構
成

員
の

８
割

（
役

員
に

⼥
性

が
２

名
以

上
参

画
し

て
い

る
場

合
は

６
割

）
以

上
が

毎
年

度
参

加
す

る
場

合
草

地
40

20

⽔
⽥

の
⾬

⽔
貯

留
機

能
の

強
化

（
⽥

ん
ぼ

ダ
ム

）
の

推
進

資
源

向
上

⽀
払

（
共

同
）

の
交

付
を

受
け

る
⽥

⾯
積

の
１

/２
以

上
で

取
り組

む
場

合
⽥

40
0

32
0

（
円

/1
0a

）
【加

算
措

置
】

項
⽬

都
府
県

北
海
道

交
付
⾦
（
定
額
）

広
域

化
へ

の
⽀

援
広

域
活

動
組

織
の

⾯
積

規
模

等
に

応
じ

た
交

付
額

３
集

落
以

上
ま

た
は

50
ha

以
上

３
集

落
以

上
ま

た
は

1,
50

0h
a以

上
４

万
円

/年
・組

織
20

0h
a以

上
3,

00
0h

a以
上

８
万

円
/年

・組
織

1,
00

0h
a以

上
15

,0
00

ha
以

上
16

万
円

/年
・組

織

⽇
本
型
直
接
⽀
払
の
うち

多
⾯
的
機
能
⽀
払
交
付
⾦

（
１

の
事

業
）

国
都

道
府

県
市

町
村

等
定

額
定

額
（

２
の

事
業

）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
間
伐
や
再
造
林
、路
網
整
備
等

①
間
伐
や
再
造
林
等
の
省
⼒
化
・低
コ
ス
ト
化
を
進
め
つ
つ
、適
切
な
森
林
整
備
を
推
進

し、
健

全
な

森
林

を
育

成
しま

す
。

②
林
業
適
地

等
に

お
け

る
、路
網
の
開
設
・改
良
・機
能
回
復
を
⽀
援

しま
す

。
③

防
災

上
重

要
な
幹
線
林
道
の
開
設
・改
良

を
⽀

援
し、

林
道

の
強

靱
化

を
推

進
しま

す
。

④
個

別
施

設
計

画
に

基
づ

く緊
急
性
の
⾼
い
林
道
施
設
の
⽼
朽
化
対
策
を
⽀
援

しま
す

。

２
．
豪
⾬
・台
⾵
等
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
森
林
や
奥
地
⽔
源
林
の
整
備

①
豪

⾬
・台

⾵
等

に
よ

る
被

害
を

受
け

た
森

林
や

奥
地

⽔
源

林
等

に
つ

い
て

、公
的
主
体

に
よ
る
復
旧
・整
備

を
推

進
しま

す
。

②
重
要
イ
ン
フラ
施
設
周
辺
の
森
林
整
備

を
⽀

援
す

る
こと

で
災

害
の

未
然

防
⽌

に
つ

な
げ

ま
す

。

森
林
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

12
5,
24
9（

12
4,
71
8）

百
万
円
】

(令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

43
,9
00
百
万
円
)

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

カー
ボ

ン
ニ

ュー
トラ

ル
を

⾒
据

え
た

グ
リー

ン
成

⻑
を

実
現

す
る

た
め

、森
林

吸
収

量
の

確
保

・強
化

や
国

⼟
強

靱
化

、林
業

の
持

続
的

発
展

等
を

図
る

べ
く、
間
伐
の
着
実
な
実
施

に
加
え
、主

伐
後
の
再
造
林
、幹

線
とな
る
林
道
の
開
設
・改
良
等
を
推
進

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

森
林

吸
収

量
の

確
保

に
向

け
た

間
伐

の
実

施
（

45
万

ha
［

令
和

３
年

度
か

ら令
和

12
年

度
ま

で
の

10
年

間
の

年
平

均
］

）

森
林

環
境

保
全

直
接

⽀
援

事
業

23
,8

13
（

23
,7

74
）

百
万

円
森

林
資

源
循

環
利

⽤
林

道
整

備
事

業
2,

99
9 

 （
2,

63
3）

百
万

円
林

業
専

⽤
道

整
備

事
業

54
1 

   
 （

52
3）

百
万

円
⼭

村
強

靱
化

林
道

整
備

事
業

2,
29

5 
 （

2,
29

9）
百

万
円

特
定

森
林

再
⽣

事
業

2,
06

1 
 （

2,
05

7）
百

万
円

⽔
源

林
造

成
事

業
25

,2
73

（
25

,2
61

）
百

万
円

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都

道
府

県
、市

町
村

、森
林

所
有

者
等

1/
2、

3/
10

等

定
額

（
１

、２
の

事
業

）

（
２

の
事

業
の

⼀
部

）

※
国

有
林

に
お

い
て

は
、直

轄
で

実
施

国
⽴

研
究

開
発

法
⼈

森
林

研
究

・整
備

機
構

低
コス

ト造
林

に
よ

る
再

造
林

⾯
積

の
確

保
林

業
適

地
に

お
け

る
路

網
整

備
の

推
進

に
よ

り
森

林
施

業
の

効
率

化
を

図
り再

造
林

等
を

後
押

し

着
実
な
再
造
林
等
に
向
け
た
対
応

林
業

適
地

に
お

け
る

資
源

の
適

正
な

管
理

多
⾯

的
機

能
の

持
続

的
発

揮

国
⼟
強
靱
化
等
に
向
け
た
対
応

●
林

道
施

設
の

⽼
朽

化
・⻑

寿
命

化
対

策
●

森
林

作
業

道
の

改
良

・早
期

復
旧

対
策

森
林

作
業

道
の

早
期

復
旧

や
被

災
を

予
防

す
る

た
め

、継
続

的
に

使
⽤

され
る

森
林

作
業

道
の

単
体

で
の

改
良

・復
旧

を
⽀

援

個
別

施
設

計
画

に
基

づ
く緊

急
性

の
⾼

い
林

道
施

設
の

⽼
朽

化
対

策
を

⽀
援

林
業

に
適

した
区

域
内

に
お

い
て


林

道
改

良
の

⽀
援

を
強

化


林
道

の
機

能
回

復
を

新
設

法
⾯

の
崩

壊
復

旧
・開

通
橋

梁
の

⽼
朽

化
⻑

寿
命

化

森
林
整
備
事
業
の
IC
T活
⽤
に
向
け
た
対
応

Ｂ Ｐ

Ｅ Ｐ

航
空

レ
ー

ザ
測

量
デ

ー
タを

基
に

し
た

路
網

線
形

計
画

策
定

や
、

３
次

元
測

量
・設

計
導

⼊
に

よ
る

詳
細

設
計

作
成

※
Ｒ

4補
正

予
算

か
ら措

置
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

1．
林
業
・⽊
材
産
業
⽣
産
基
盤
強
化
対
策

林
業

・⽊
材

産
業

の
⽣

産
基

盤
を

強
化

す
る

た
め

、⽊
材
加
⼯
流
通
施
設
の
整
備
、路
網
の

整
備
・機
能
強
化
、⾼
性
能
林
業
機
械
の
導
⼊
、搬
出
間
伐
、森
林
境
界
の
明
確
化
を
⽀
援

す
る

とと
も

に
、造

林
に

係
る

新
規

参
⼊

者
な

ど多
様
な
担
い
⼿
の
育
成

に
対

す
る

⽀
援

を
⾏

い
ま

す
。さ

らに
、⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
⽤
促
進
施
設
、特
⽤
林
産
振
興
施
設
、⽊
造
公
共
建
築

物
等

の
整

備
へ

の
⽀

援
等

、需
要

拡
⼤

の
取

組
を

推
進

しま
す

。

2．
再
造
林
低
コ
ス
ト
化
促
進
対
策

林
業

の
持

続
性

を
⾼

め
る

観
点

か
ら、
⼀
貫
作
業
や
低
密
度
植
栽
等
の
低
コ
ス
ト
造
林

や
川

上
か
ら
川
下
ま
で
⼀
体
とな
った
再
造
林
を
推
進

し
ま

す
。さ

らに
、成

⻑
に
優
れ
た
エ
リー
ト
ツ

リー
等
の
原
種
増
産
技
術
の
開
発
及
び
種
穂
の
採
取
源
の
確
保
、コ
ン
テ
ナ
苗
等
の
増
産
に

向
け
た
施
設
整
備
等
を
推
進

しま
す

。

森
林
・林
業
・⽊
材
産
業
グ
リー
ン
成
⻑
総
合
対
策
の
うち

林
業
・⽊
材
産
業
循
環
成
⻑
対
策

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

⽊
材

需
要

に
的

確
に

対
応

で
き

る
安

定
的

・持
続

可
能

な
供

給
体

制
の

構
築

の
た

め
、⽊

材
加
⼯
流
通
施
設
の
整
備
、路

網
の
整
備
・機
能
強
化
、⾼

性
能
林
業
機
械
の
導
⼊
、

搬
出
間
伐
、⽊

造
公
共
建
築
物
等
の
整
備
等

や
、再

造
林
の
低
コス
ト
化
に
向
け
た
取
組
へ
の
⽀
援
等
、森

林
資

源
の

循
環

利
⽤

確
⽴

に
向

け
た

取
組

を
総

合
的

に
推

進
しま

す
。

＜
政
策
⽬
標
＞

国
産

材
の

供
給

・利
⽤

量
の

増
加

（
31

百
万

m
3 ［

令
和

２
年

度
］

→
42

百
万

m
3 
［

令
和

12
年

度
ま

で
］

）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都

道
府

県
林

業
経

営
体

等

定
額

（
1/

2、
1/

3以
内

等
）

等

（
１

の
事

業
、２

の
事

業
の

⼀
部

）

定
額

（
1/

2、
1/

3以
内

等
）

等

※
国

有
林

に
お

い
て

は
、直

轄
で

実
施

事
業

構
想

（
都

道
府

県
が

作
成

す
る

５
年

間
の

取
組

⽅
針

）
の

下
、国

産
材

の
安

定
的

か
つ

持
続

可
能

な
供

給
体

制
を

構
築

す
る

とと
も

に
、川

上
か

ら川
下

ま
で

⼀
体

とな
った

再
造

林
の

推
進

に
よ

りグ
リー

ン
成

⻑
を

実
現

⺠
間

団
体

等
（

市
町

村
を

含
む

）
（

２
の

事
業

の
⼀

部
）

事
業
構
想

（
都

道
府

県
が

作
成

す
る

５
年

間
の

取
組

⽅
針

）

川
中
︓

製
材

事
業

者
、合

板
事

業
者

等
川
下
︓

⽊
材

需
要

者

川
上
︓

森
林

組
合

、素
材

⽣
産

事
業

者
、⾃

伐
林

家
等

安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
供
給
体
制
構
築

の
た

め
の

相
互

連
携

川
上

か
ら川

下
ま

で
⼀

体
とな

った
再
造
林

林
業
・⽊
材
産
業
⽣
産
基
盤
強
化
対
策

⽊
材
加
⼯
流
通
施
設
等
の
整
備

⽊
材

産
業

の
競

争
⼒

を
強

化
し

、⽊
材

需
要

に
的

確
に

対
応

した
安

定
的

・効
率

的
な

⽊
材

製
品

の
供

給
を

⾏
うた

め
、⼤

規
模

⼯
場

へ
の

⽀
援

を
強

化
す

る
と

とも
に

、⼤
径

材
の

加
⼯

能
⼒

の
強

化
、原

⽊
輸

送
⽤

トラ
ック

の
導

⼊
等

を
⽀

援

林
業
・⽊
材
産
業
⽣
産
基
盤
強
化
対
策

⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
⽤
促
進
施
設
の
整
備

(地
域

連
携

の
下

で
熱

利
⽤

⼜
は

熱
電

併
給

に
取

り組
む

「地
域

内
エ

コシ
ス

テ
ム

」を
重

点
的

に
⽀

援
)、

特
⽤
林
産
振
興
施
設
等
の
整
備

(地
域

経
済

で
重

要
な

役
割

を
果

た
す

き
の

こな
ど特

⽤
林

産
物

の
⽣

産
施

設
等

の
整

備
を

⽀
援

)、
⽊
造
公
共
建

築
物
等
の
整
備

(製
材

や
CL

T等
の

活
⽤

な
ど⽊

材
利

⽤
の

モ
デ

ル
性

が
⾼

い
施

設
の

⽊
造

化
・⽊

質
化

を
重

点
的

に
⽀

援
(建

築
物

⽊
材

利
⽤

促
進

協
定

締
結

者
を

優
先

的
に

⽀
援

))

林
業
・⽊
材
産
業
⽣
産
基
盤
強
化
対
策

間
伐
材
⽣
産

（
搬

出
間

伐
の

推
進

）
、路
網
の
整
備
・機
能
強
化

、⾼
性
能
林
業
機
械
の
導
⼊

、林
業
の
多
様
な
担
い
⼿

の
育
成

（
造

林
に

係
る

新
規

参
⼊

や
⼈

材
の

確
保

・育
成

等
へ

の
⽀

援
）

、森
林
整
備
地
域
活
動
⽀
援
対
策

（
施

業
の

集
約

化
に

向
け

た
境

界
の

明
確

化
）

、 ⼭
村
地
域
の
防
災
・減
災
対
策

、森
林
資
源
保
全
対
策

（
⿃

獣
害

、病
害

⾍
対

策
等

）

再
造
林
低
コ
ス
ト
化
促
進
対
策

低
コス
ト
再
造
林
対
策

（
⼀

貫
作

業
等

に
よ

る
低

コス
ト造

林
の

取
組

に
対

して
⽀

援
）

、
コン
テ
ナ
苗
⽣
産
基
盤
施
設
等
の
整
備

、優
良
種
苗
⽣
産
推
進
対
策

（
指

定
採

取
源

の
拡

⼤
や

エ
リー

トツ
リー

等
の

原
種

増
産

技
術

の
開

発
、採

種
園

の
整

備
等

の
取

組
を

⽀
援

）

定
額

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

7,
22
5（

ー
）
百
万
円
】

(令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

49
,8
91
百
万
円
の
内
数
)
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漁
業
収
⼊
安
定
対
策
事
業

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

20
,1
86
（
20
,1
86
）
百
万
円
】

（
令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

37
,9
96
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り組

む
漁
業
者

を
対

象
に

、漁
獲

変
動

等
に

伴
う減
収
を
補
塡

す
る

とと
も

に
、漁
業
共
済
へ
の
加
⼊
を
推
進

しま
す

。

＜
政
策
⽬
標
＞

漁
業

経
営

安
定

対
策

の
下

で
資

源
管

理
等

に
取

り組
む

漁
業

者
に

よ
る

漁
業

⽣
産

の
割

合
（

90
％

［
令

和
５

年
度

ま
で

］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
資
源
管
理
等
推
進
収
⼊
安
定
対
策
事
業
費

＜
積

⽴
ぷ

らす
＞

計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り組
む
漁
業
者
に
対
し
、収
⼊
が
減
少
し
た
場
合
に
、漁
業
者

が
拠
出
し
た
積
⽴
⾦
と国

費
に
よ
り補
塡

しま
す

。（
漁

業
者

と国
の

積
⽴

⾦
の

負
担

割
合

は
１

︓
３

）

２
．
漁
業
共
済
資
源
管
理
等
推
進
特
別
対
策
事
業
費

＜
共

済
掛

⾦
の

追
加

補
助

＞
計
画
的
に
資
源
管
理
等
に
取
り組
む
漁
業
者
に
対
し
、共
済
掛
⾦
の
上
乗
せ
補
助

を
しま

す
。

（
国

の
補

助
は

共
済

掛
⾦

の
30

％
（

平
均

）
程

度
）

３
．
収
⼊
安
定
対
策
運
営
費

事
業

を
運

営
す

る
た

め
に

要
す

る
経

費
に

つ
い

て
補

助
しま

す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
全

国
漁

業
共

済
組

合
連

合
会

漁
業

者

定
額

共
済

掛
⾦

の
上

乗
せ

補
助

収
⼊

減
少

を
補

塡

積
⽴

ぷ
らす

の
発

動
ライ

ン

漁
業

共
済

の
発

動
ライ

ン

収
⼊
変
動

○
積
⽴
⽅
式
（
積
⽴
ぷ
ら
す
）

・
漁

業
者

⾃
⾝

の
積

⽴
と国

費
の

積
⽴

（
１

︓
３

相
当

）
が

補
塡

原
資

○
保
険
⽅
式
（
漁
業
共
済
）

・
漁

業
者

が
⽀

払
った

保
険

料
が

補
塡

原
資

。共
済

掛
⾦

に
上

乗
せ

補
助

漁
業

共
済

で
補

塡
可

能
な

部
分

⾃
⼰

負
担

部
分

漁
業
者
１

国 ３

平
均

70
％

程
度

掛
⾦

の
負

担
割

合
（

模
式

図
）

法
定

補
助

⾦
(平

均
40

％
)

⾃
⼰

負
担

基
準

収
⼊

※

90
%

（
原

則
）

10
0%

80
%

（
原

則
）

減 収

収
安

補
助

⾦
(平

均
30

％
)

※
基

準
収

⼊
︓

個
々

の
漁

業
者

の
直

近
５

年
の

収
⼊

の
うち

、
最

⼤
値

と最
⼩

値
を

除
い

た
中

庸
３

カ
年

の
平

均
値
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

燃
油

価
格

や
配

合
飼

料
価

格
の

上
昇

に
備

え
て

、漁
業
者
・養
殖
業
者
と国

が
資
⾦
を
積
⽴

て
ま

す
。

燃
油
・配
合
飼
料
の
価
格

が
、⼀

定
の
基
準
を
超
え
て
上
昇
し
た
場
合

に
、漁

業
者

や
養

殖
業

者
に

対
し、
補
塡
⾦
が
⽀
払
わ
れ
ま
す

。
補

塡
⾦

は
、漁

業
者
・養
殖
業
者
と国

が
１
対
１
の
割
合
で
負
担

し
ま

す
（
燃
油

に
つ

い
て

は
、

国
の
負
担
割
合
を
段
階
的
に
⾼
め
て
補
塡

す
る

ほ
か

、各
加

⼊
者

の
判

断
に

応
じ

て
、加
⼊
者
の

積
⽴
⾦
か
ら
付
加
補
塡
⾦
が
⽀
払
わ
れ
ま
す

）
。

１
．
補
塡
基
準

補
塡

⾦
は

、四
半
期
ご
とに

、当
該

四
半

期
の

燃
油

⼜
は

配
合

飼
料

の
平
均
価
格
が
７
中

５
平
均
値
*を
超
え
た
場
合
に
⽀
払

わ
れ

ま
す

。
*７

中
５

平
均

値
︓

直
前

７
年

間
（

84
ヶ⽉

分
）

の
各

⽉
の

平
均

価
格

の
うち

、⾼
値

12
ヶ⽉

分
と

低
値

12
ヶ⽉

分
を

除
い

た
５

年
（

60
ヶ⽉

）
分

の
平

均
値

２
．
急
騰
対
策

燃
油

に
つ

い
て

は
、補

塡
基
準
価
格
を
超
え
な
い
場
合

で
も

⼀
定

期
間

に
急
激
な
上
昇
が

あ
った
場
合

に
は
補
塡
⾦
が
⽀
払
わ
れ
る

ほ
か

、各
加

⼊
者

の
判

断
に

応
じ

て
、加

⼊
者
の
積

⽴
⾦
か
ら
付
加
補
塡
⾦
が
⽀
払
わ
れ
ま
す

。

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

12
0,

00
0

漁
業
経
営
セ
ー
フテ
ィー
ネ
ット
構
築
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

燃
油

や
配

合
飼

料
の

価
格

が
上

昇
した

場
合

に
そ

の
影

響
を

緩
和

す
る

た
め

の
備

え
とし

て
、漁

業
者
・養
殖
業
者
と国

の
拠
出
に
よ
り、

燃
油

・配
合

飼
料

価
格

が
上

昇
した

とき
に

影
響

を
緩

和
す

る
た

め
の

補
塡

⾦
を

交
付

す
る
セ
ー
フテ
ィー
ネ
ット
を
構
築

しま
す

。

＜
事
業
⽬
標
＞

漁
労

収
⼊

（
１

千
円

）
当

た
りの

コス
ト（

漁
労

⽀
出

）
を

10
年

間
で

５
％

削
減

［
令

和
11

年
度

ま
で

］

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
（

⼀
社

）
漁

業
経

営
安

定
化

推
進

協
会

漁
業

者
・養

殖
業

者
定

額
定

額

燃
油

や
配

合
飼

料
が

ま
た

値
上

が
りし

た
らど

うし
よ

う。
不

安
だ

な
。

燃
油

や
配

合
飼

料
価

格
の

⾼
騰

が
⻑

期
間

続
い

て
も

安
⼼

だ
ね

︕

価 格

価
格

⾼
騰

の
影

響
を

緩
和

＝
補

塡
分

配
合

飼
料

の
価

格
推

移
配

合
飼

料
価

格
（

円
/ト

ン
）

27
年

６
⽉

21
2,

21
3円

/㌧

24
年

10
⽉

14
6,

55
3円

/㌧

４
年

10
⽉

20
1,

71
1円

/㌧

原
油

価
格

（
円

/k
ℓ

）
原

油
の

価
格

推
移

25
年

12
⽉

70
,2

10
円

/k
ℓ

4年
6⽉

95
,3

90
円

/k
ℓ

2年
4⽉

13
,8

40
円

/k
ℓ

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1,
82
2（

1,
82
2）

百
万
円
】

(令
和
４
年
度
補
正
予
算
額

33
,0
00
百
万
円
)

３
⽉

6⽉
9⽉

12
⽉

・・
・ ⽀
払

⽉

4年
10

⽉
84

,3
60

円
/k

ℓ

― 28 ―

―  ―0123456789



⽔
産
業
成
⻑
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業

【令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2,
95
0（

2,
50
4）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル

、み
どり
の
⾷
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

の
実

現
を

⽬
指

し、
漁
業
の
省
エ
ネ
化
や
環
境
負
荷
の
低
減
を
強
⼒
に
推
進

す
る

とと
も

に
、新

た
な

課
題

で
あ

る
不
漁
問

題
に
も
対
応

しつ
つ

、収
益
性
の
向
上
と適

切
な
資
源
管
理
を
両
⽴
さ
せ
る
浜
の
構
造
改
⾰

に
取

り組
む

た
め

、
沿

岸
漁

村
地

域
に

お
い

て
必

要
な
漁
船
、漁

具
等
の
リー
ス
⽅
式

に
よ
る
導
⼊

を
⽀

援
しま

す
。

＜
事
業
⽬
標
＞

当
該

計
画

に
取

り組
む

漁
業

者
の

漁
業

所
得

向
上

（
５

年
間

で
10

％
以

上
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

漁
村

地
域

で
地

域
委

員
会

を
⽴

ち
上

げ
、「

地
域

⽔
産

業
成

⻑
産

業
化

計
画

」
を

策
定

し、
各

県
単

位
の

審
査

会
の

承
認

を
受

け
る

こと
に

よ
り、

そ
の

⽬
標

達
成

に
必
要
な
漁
船
、漁
具
等
に
つ
い
て
、リ
ー
ス
⽅
式
に
よ
る
円
滑
な
導
⼊
を
⽀
援

しま
す

。

【補
助

対
象

】漁
業

協
同

組
合

等
が

計
画

に
基

づ
き

導
⼊

す
る

漁
船

、漁
具

等
（

カー
ボ

ン
ニ

ュー
トラ

ル
、み

どり
の

⾷
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

の
実

現
や

不
漁

問
題

に
対

応
）

【配
分

上
限

額
】補

助
対

象
ご

とに
設

定

地
域

委
員

会
（

漁
業

者
、漁

協
、流

通
・加

⼯
、⾏

政
等

で
構

成
）

「地
域

⽔
産

業
成

⻑
産

業
化

計
画

」の
策

定
・

地
域

重
要

⿂
種

の
資

源
管

理
の

推
進

・
意

欲
と能

⼒
の

あ
る

経
営

体
へ

の
協

業
化

・
漁

場
利

⽤
の

再
活

性
化

・
漁

獲
物

の
付

加
価

値
化

、販
路

拡
⼤

・
浜

を
持

続
す

る
た

め
の

年
齢

構
成

へ
の

転
換

等
に

よ
る

浜
全

体
の

収
益

性
向

上

計
画

申
請

計
画

承
認

成 ⻑ 産 業 化 審 査 会

︵ 都 道 府 県 単 位 ︶

計
画

に
基

づ
く基

幹
的

⽣
産

設
備

等
の

導
⼊

・更
新

計
画

に
基

づ
く基

幹
的

⽣
産

設
備

等
の

導
⼊

・更
新

資
源

管
理

の
取

組
を

推
進

しつ
つ

、収
益

性
の

向
上

を
⽬

的
とし

た
例

省
⼒
化
・コ
ス
ト
削
減

⾼
船

齢
漁

船
の

更
新

、
定

置
網

モ
ニ

タリ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

導
⼊

海
⽔

冷
却

装
置

、保
冷

機
能

を
強

化
した

⿂
槽

、活
⿂

⽔
槽

の
導

⼊漁
獲
物
の
品
質
・付

加
価
値
向
上

協
業
化
等
に
よ
る

経
営
効
率
化

協
業

化
・グ

ル
ー

プ
化

に
よ

る
操

業
体

制
の

確
⽴

、共
同

運
搬

船
の

導
⼊

⽔
産

資
源

の
適

切
な

管
理

と⽔
産

業
の

成
⻑

産
業

化
を

両
⽴

す
る

漁
村

地
域

を
創

出

⼗
分

な
作

業
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

した
漁

船
、新

規
就

業
者

の
た

め
の

漁
船

の
導

⼊

労
働
環
境
改
善
、

新
規
就
業
者
参
⼊

＜
事
業
の
流
れ
＞

定
額

定
額

、
1/

2
国

⺠
間

団
体

等
漁

業
者

事
業

主
体

漁
船

等
の

リー
ス
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農
地
利
⽤
最
適
化
交
付
⾦
・
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
集
積
・
集
約
活
動

令
和
５
年
度
予
算
額
12
7億
円

（
令
和
４
年
度
予
算
額
13
2億
円
）

事
業
の
概
要

指
摘
に

⾄
った
背
景

秋
の
レ
ビ
ュー

等
に
お
け
る

指
摘
事
項

令
和
５
年
度

予
算
等
へ
の

反
映

・
農
業
委
員
及
び
農
地
利
⽤
最
適
化
推
進
委
員
が
⾏
う
農
地
利
⽤
の
最
適
化
活
動
（
担
い
⼿
の
掘
り
起
こ
し
、
遊
休
農
地

の
解
消
等
）
に
係
る
報
酬
等
を
⽀
援
。

・
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
活
動
を
⽀
援
す
る
と
と
も
に
、
機
構
に
対
し
ま
と
ま
っ
た

農
地
の
貸
付
け
を
⾏
っ
た
地
域
に
対
し
て
協
⼒
⾦
を
交
付
。

・
「
令
和
５
年
度
ま
で
に
全
農
地
の
８
割
を
担
い
⼿
に
集
積
す
る
」
と
の
⽬
標
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
に
対
し
、
令
和
３
年
度

の
農
地
集
積
率
は
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
⽬
標
達
成
の
た
め
の
各
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
効
果
指
標
が
設
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ア
ウ
ト
カ
ム
が
検
証
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

○
最
終
ア
ウ
ト
カ
ム
に
つ
い
て
、
⾜
元
の
取
組
が
検
証
可
能
と
な
る
よ
う
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
⽬
標
に
限
ら
な
い

形
で
、
担
い
⼿
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
た
め
の
指
標
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

○
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
集
積
・
集
約
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ご
と
に
効
果
検
証

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
途
中
段
階
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
整
理
す
べ
き
。

①
地
域
集
積
協
⼒
⾦
の
交
付
要
件
の
⾒
直
し

・
地
域
で
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
機
構
に
貸
し
付
け
る
際
に
交
付
す
る
「
地
域
集
積
協
⼒
⾦
」
に
つ
い
て
、
貸
付
⾯

積
の
⼀
定
割
合
が
集
約
化
さ
れ
た
農
地
で
あ
る
こ
と
を
交
付
要
件
に
追
加
。

②
個
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
応
じ
た
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
設
定

・
地
域
に
お
け
る
出
し
⼿
・
受
け
⼿
の
意
向
把
握
や
⽬
標
地
図
の
作
成
・
更
新
、
機
構
へ
の
農
地
の
貸
付
と
い
っ
た

プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ご
と
に
効
果
の
発
現
経
路
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

途
中
段
階
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
設
定
し
、
今
後
の
レ
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
に
反
映
。

※
最
終
ア
ウ
ト
カ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
⽬
標
の
達
成
状
況
を
踏
ま
え
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
効
果
検
証
に
資
す
る
定
量
的

な
指
標
を
農
⽔
省
に
お
い
て
５
年
度
中
に
検
討
。

【
参
考
】
⾏
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー

（
秋
の
レ
ビ
ュ
ー
）
へ
の
対
応
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（
参

考
資

料
）

農
林

水
産

省
所

管

・
食

料
安

定
供

給
特

別
会

計

・
国

有
林

野
事

業
債

務
管

理
特

別
会

計

※
計

数
に

つ
い

て
は

、
精

査
の

結
果

、
異

動
を

生
ず

る
場

合
が

あ
る

。
※

計
数

は
そ

れ
ぞ

れ
四

捨
五

入
し

て
い

る
の

で
合

計
に

お
い

て
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。
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(単
位

：
億

円
）
（
対

４
年

度
当

初
）

＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳

＞
（
対

４
年

度
当

初
）

（
農

業
経

営
安

定
勘

定
）

・
 単

価
改

定
の

見
直

し
等

に
伴

う
畑

作
物

の
直

接
支

払
交

付
金

の
減

（
▲

7
4
億

円
）

（
食

糧
管

理
勘

定
）

・
　

国
際

相
場

の
変

動
等

を
勘

案
し

た
こ

と
に

伴
う

主
要

食
糧

買
入

費
の

増
（
＋

2
,0

1
5
億

円
）

（
農

業
再

保
険

勘
定

）
・
　

収
入

保
険

及
び

農
業

共
済

の
再

保
険

金
需

要
の

増
に

よ
る

再
保

険
金

の
増

（
＋

1
1
6
億

円
）

（
漁

業
共

済
保

険
勘

定
）

・
　

未
払

保
険

金
の

支
払

い
に

係
る

昨
年

度
限

り
の

支
出

増
分

の
自

然
減

に
伴

う
保

険
金

の
減

（
▲

1
2
3
億

円
）

国
営

土
地

改
良

事
業

勘
定

1
1
1
（
▲

3
2
）

5
6
（
▲

1
7
）

5
6
（
▲

1
7
）

特
別

会
計

全
体

1
5
,2

8
0
（
+
1
,8

7
4
）

1
1
,5

9
5
（
+
1
,7

5
6
）

1
1
,5

9
5
（
+
1
,7

5
6
）

漁
業

共
済

保
険

勘
定

1
2
9
（
▲

1
1
3
）

1
0
4
（
▲

1
2
5
）

1
0
4
（
▲

1
2
5
）

業
務

勘
定

1
4
8
（
+
2
3
）

5
8
（
+
8
）

5
8
（
+
8
）

農
業

再
保

険
勘

定
1
,0

4
2
（
+
1
1
7
）

1
,0

3
3
（
＋

1
1
7
）

1
,0

3
3
（
＋

1
1
7
）

漁
船

再
保

険
勘

定
6
9
（
▲

2
）

6
4
（
▲

3
）

6
4
（
▲

3
）

農
業

経
営

安
定

勘
定

2
,5

1
4
（
▲

2
3
0
）

2
,5
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＜
主

な
歳

出
増

減
の

内
訳
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（
対

４
年
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当

初
）

国
有

林
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業

債
務
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特
別
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お

け
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▲
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４
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